
町の花
アジサイ

町の木
サクラ

田上町の桜田上町の桜田上町の桜

じゃが芋…中2個　　にんじん…中1/2本

玉ねぎ…中1個　　しめじ…1/2袋

もやし…1/2袋　　折菜…2本

卵…1個　　ベーコン…1パック

白ごま、塩、コショウ、オリーブ油…少々

4月4日は、日本全国で皆既月食を観測できました。昨年の10月8日にも皆既月食が起こり、その時は、
とてもきれいに観測ができましたが、今回は新潟県はあいにくの雲り空でした。梅林公園の梅林と、
月食のコラボ写真を撮りたいと考えていましたが、残念ながら皆既月食のころは、
雲が厚く観測できませんでした。次回は3年後、その時は晴れて欲しいですね。
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2015
平成27年

◆固定資産税１期

◆国民健康保険税１期
※納税は便利な口座振替がおすすめです！

町 の 人 口（3月31日現在）

世帯数

（前月比）

人　口

（前月比）

人

4,118
－ 9

12,443
－ 42

世帯
今 月 の 納 税今 月 の 納 税
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　「町民の健康に関するアンケート」では成人の約８割が「野菜を食べるよう

にしている」と回答していますが、実際に野菜料理を「毎食食べている」は約

３割です。特に、20代から40代に野菜不足が見られます。４月から身近な野菜

を使ったおすすめレシピや、給食で子ども達に人気の野菜料理を紹介していき

ます。

　どこの家でも常備しているにんじん、玉ねぎ、じゃが芋

を使って「安くてボリュームたっぷりでおいしい」です。

人参は、よく洗えば皮むき無しでも大丈夫です。

　上野地区の食推は、現在11名です。地区行事などを通

して、各世代の人に食事の大切さやみんなで食べる楽し

さを伝えるボランティア活動をしています。

田上レンジャー
（田上町食育推進キャラクター）

野菜の甘みが
　　　 おいしいよ。
　　　　　米たより

作り方 ①折菜は色よく、サッと湯通しする。

②じゃが芋、にんじんは細めの拍子切り、玉ねぎは薄切り

　　にし、しめじはほぐす。

③フライパンにオリーブ油を入れ、1㎝位に切ったベーコン

　　を入れて炒める。

　　にんじん、じゃが芋を入れ、じゃが芋に色がついてきたら、

　　玉ねぎ、しめじ、もやしを入れ炒める。

④炒めた野菜を端によせ、溶き卵を入れホロホロにする。

　　全体を混ぜ合わせ、折菜を加え、塩、コショウで味を整

　　える。仕上げにごまをふる。

★くりまわしのアイディア

　　多めに作って、耐熱皿に具材を入れ、マヨネーズ少々

　　を線状にひき、とろけるチースをのせたり、ミートソース

　　と粉チーズをかけて、焼いてもおいしいです。

【担当のコーナー】

　〒959-1503　田上町大字原ヶ崎新田3070番地

　田上町役場総務課   57-6222

　メールアドレス　t2222@town.tagami.niigata.jp

■投稿記事あて先／

祝成人 誓いを新たに
　　　　　　　田上町成人式
祝成人 誓いを新たに
　　　　　　　田上町成人式

材料
（4人分）

野菜の彩り炒め

★野菜の彩り炒め

「薬師の桜」

　“町の名木”に指定されている「薬師の桜」は、山田集落

の円福院薬師堂の境内にあります。湯田上温泉開湯（薬師の

湯）の時に植えられたといわれますから、樹齢約280年の古木

です。以前、新聞に県内の大桜の一つにもとり上げられたこ

ともある、県内有数の巨樹です。

　花の時期は、４月中旬～下旬で、山の麓の薬師堂の堂宇と

数本の桜と共に調和した静かな佇まいは、近くに薬師の湯跡

があり、田上温泉の歴史を物語るものがあります。

　　　　　　　　　　　　（投稿者　下吉田　高橋務さん）
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どう う

お手軽野菜レシピお手軽野菜レシピお手軽野菜レシピ

上野地区食推おすすめレシピ

★食推紹介コーナー

子育て応援



平成27年度

 町の基本方針をご紹介します
（施政方針）
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（施政方針）
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 町の基本方針をご紹介します
（施政方針）

◆
土
木
関
連
事
業

　
国
道
４
０
３
号
バ
イ
パ
ス
整
備

は
、
活
発
な
交
流
を
支
え
活
力
あ

る
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
重
要
な

役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、
早

期
整
備
促
進
の
た
め
の
要
望
活
動

等
の
成
果
と
し
て
、
道
路
築
造
工

事
が
着
々
と
進
ん
で
お
り
、
平
成

26
年
５
月
に
は
町
道
本
田
上
・
横

場
線
か
ら
才
歩
川
を
越
え
て
県
道

新
潟
・
五
泉
・
間
瀬
線
ま
で
供
用

開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
Ｊ
Ｒ
田
上
駅
裏
の
町

道
中
店
後
藤
１
号
線
ま
で
の
早
期

供
用
開
始
に
向
け
て
の
要
望
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

◆
水
害
対
策
関
連
事
業

　
山
田
川
改
修
は
、
平
成
26
年
度

全
区
間
の
改
修
が
完
了
し
、
「
水

害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
一
歩

前
進
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
加
茂
川
の
堤
防
嵩
上
げ
工
事

が
平
成
26
年
度
に
引
き
続
き
行
わ

れ
る
予
定
の
ほ
か
、
五
社
川
改
修

工
事
に
つ
い
て
も
再
開
さ
れ
る
予

定
で
す
。

◆
消
防
・
防
災
関
連
事
業

　
消
防
団
活
動
を
行
う
に
あ
た
り
、

機
動
性
及
び
消
防
力
の
向
上
を
図

る
た
め
、
引
き
続
き
積
載
車
及
び

消
防
ポ
ン
プ
の
更
新
を
行
い
、
消

防
力
の
向
上
を
図
る
ほ
か
、
消
防

団
員
の
安
全
確
保
の
た
め
、
全
分

団
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
配
備

し
装
備
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
に
約
１
８
５
０
本

設
置
さ
れ
て
い
る
防
犯
灯
全
て
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
交
換
し
、
電
気
料
の

削
減
と
蛍
光
灯
な
ど
の
消
耗
品
な

ど
の
節
減
に
努
め
ま
す
。

◆
福
祉
・
健
康
づ
く
り
関
連
事
業

　
「
団
塊
の
世
代
」
が
後
期
高
齢

者
と
な
る
２
０
２
５
年
を
見
据
え
、

認
知
症
対
策
、
在
宅
医
療
と
介
護

と
の
連
携
、
地
域
の
生
活
支
援
に

必
要
な
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
発

展
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
親
に
な
る
両
親
向
け

に
妊
娠
や
育
児
が
楽
し
め
る
イ
メ

ー
ジ
が
持
て
る
「
両
親
学
級
」
の

充
実
や
、
子
育
て
の
不
安
を
取
り

除
く
「
２
ヶ
月
児
学
級
」
を
開
設

し
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病
や

が
ん
予
防
と
と
も
に
、
疾
病
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
特

定
健
診
と
が
ん
検
診
を
組
み
合
わ

せ
た
半
日
ミ
ニ
ド
ッ
ク
を
新
た
に

実
施
し
、
受
診
者
の
利
便
性
向
上

を
図
り
ま
す

◆
教
育
関
連
事
業

　
今
年
度
よ
り
新
教
育
委
員
会
制

度
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
総
合
教
育
会
議
を
設
置
し
て

教
育
委
員
会
と
十
分
意
思
疎
通
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
の
教
育
の
課

題
や
あ
る
べ
き
姿
を
協
議
・
調
整

し
、
「
教
育
、
学
術
及
び
文
化
の

振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
」

を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

町
で
掲
げ
る
「
田
上
の
12
か
年
教

育
」
の
理
念
で
あ
る
「
田
上
の
子

は
田
上
で
育
て
る
」
を
効
果
的
に

推
進
す
る
た
め
、
子
育
て
支
援
体

制
の
充
実
と
園
児
や
児
童
の
環
境

を
整
備
し
、「
教
育
の
ま
ち
田
上
」

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
竹
の
友
幼
児
園
で
は
、
園
児
の

遊
び
や
集
団
生
活
を
通
し
て
自
律

心
を
養
い
、
好
奇
心
と
遊
ぶ
意
欲

を
育
て
る
教
育
を
実
践
し
な
が
ら
、

基
本
的
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
さ

せ
、
ア
プ
ロ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
践

を
と
お
し
て
、
小
学
校
へ
の
ス
ム

ー
ズ
な
移
行
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

　
小
中
学
校
で
は
、
小
学
校
で
実

施
し
て
き
た
「
算
数
や
外
国
語
活

動
」
と
中
学
校
で
取
り
組
む
「
数

学
や
英
語
」
や
「
理
科
」
を
中
心

に
、
田
上
町
教
育
研
究
協
議
会
や

近
隣
大
学
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

教
育
活
動
の
評
価
や
改
善
を
と
お

し
て
、
教
育
課
程
、
接
続
プ
ラ
ン

を
具
体
化
す
る
と
と
も
に
、
家
庭

・
地
域
団
体
等
の
連
携
の
下
、
道

徳
教
育
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

◆
生
涯
学
習
関
連
事
業

　
生
涯
学
習
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

事
業
を
推
進
し
満
足
度
の
高
い
明

る
く
・
豊
か
な
人
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
社
会
教
育
で
は
、
社
会
教
育
団

体
の
育
成
支
援
と
情
報
発
信
を
通

じ
、
近
隣
大
学
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
各
種
教
室
・
講
座
や
青
少

年
活
動
事
業
を
開
始
し
て
い
き
ま

す
。

　
体
育
ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
は
、
毎

年
開
催
し
て
い
る
佐
藤
杯
駅
伝
競

走
大
会
を
始
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
羽

生
田
野
球
場
は
、
今
年
度
よ
り
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

◆
農
林
業
関
連
事
業

　
従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
「
環
境

保
全
型
農
業
直
接
支
援
事
業
」
の

取
り
組
み
を
引
き
続
き
継
続
し
て

行
い
ま
す
。
国
・
県
・
町
の
基
本
方

針
等
の
計
画
を
基
と
し
た
取
り
組

み
団
体
で
の
計
画
書
の
作
成
や
、

交
付
金
交
付
事
務
等
を
含
め
、
引

き
続
き
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
商
工
観
光
業
関
連
事
業

　
平
成
25
年
度
よ
り
保
証
料
補
給

を
行
っ
て
い
る
「
新
潟
県
小
口
零

細
企
業
保
証
制
度
資
金
」及
び「
不

況
対
策
等
緊
急
特
別
資
金
」
を
は

じ
め
と
し
た
制
度
資
金
の
貸
付
事

業
や
保
証
料
補
給
を
継
続
し
、
商

工
業
の
育
成
・
振
興
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
本
田
上
工
業
団
地
に
つ
い
て
は
、

進
出
企
業
は
ま
だ
２
社
で
す
が
、

４
０
３
号
バ
イ
パ
ス
の
新
潟
市
と

の
開
通
も
平
成
30
年
頃
と
目
途
が

立
っ
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
販

売
の
促
進
と
企
業
誘
致
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　
町
の
観
光
施
設
で
は
、椿
寿
荘
、

総
合
公
園
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ
ン
ド
に

続
い
て
、
湯
っ
多
里
館
に
つ
い
て

も
平
成
27
年
１
月
よ
り
指
定
管
理

者
制
度
に
移
行
し
ま
し
た
。
町
と

し
て
も
指
定
管
理
者
の
特
性
を
活

か
し
た
施
設
運
営
が
行
え
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
関
連
で
は
、
新
潟

の
歴
史
、
文
化
、
芸
能
、
四
季
の

自
然
、食
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

町
で
も
多
く
の
観
光
客
誘
致
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

◆
総
務
関
連
事
業

　
少
子
化
関
係
で
は
、
子
育
て
の

し
や
す
い
環
境
整
備
と
い
う
観
点

か
ら
、
乳
幼
児
用
品
購
入
費
助
成

事
業
や
、
子
育
て
応
援
米
支
給
事

業
を
新
規
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
初
め
て
実
施
し
た
独
身
男
女

の
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
大

勢
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
た
実
績

が
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
継

続
し
、
人
口
減
少
対
策
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　
平
成
28
年
か
ら
運
用
が
開
始
さ

れ
る「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
」

に
お
い
て
、
個
人
番
号
の
付
番
や

カ
ー
ド
の
発
行
な
ど
に
必
要
と
な

る
シ
ス
テ
ム
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
関
連
で
は
、
懸
案

事
業
で
あ
っ
た
「（
仮
）生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
を
契
機
に
複

数
の
拠
点
を
整
備
し
、
新
た
な
町

づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
動
」

と
「
静
」
と
し
て
、「
動
」
は
に
ぎ

わ
い
創
出
、
「
静
」
は
学
び
の
空

間
と
し
て
交
流
人
口
の
増
加
を
図

り
、
国
が
推
進
し
て
い
る
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

役
場
前
の
国
道
４
０
３
号
バ
イ
パ

ス
脇
に
は
、
に
ぎ
わ
い
創
出
を
計

る
た
め
「
動
」
の
空
間
と
し
て
、

「
道
の
駅
」
を
併
設
し
た
生
涯
学

習
機
能
を
含
む
「（
仮
称
）地
域
交

流
会
館
」
を
、
原
ヶ
崎
交
流
セ
ン

タ
ー
に
は
、
「
静
」
の
学
び
の
空

間
と
し
て
図
書
館
機
能
を
有
す
る

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
、
基
本
構

想
・
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
策
定
に
関
し
て
町
民

の
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け
る
た

め
、
外
部
組
織
で
構
成
す
る
「
検

討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

町の発展と満足度を実感していただけるまちづくり
　平成27年度当初予算が町議会３月定例会で可決されました。

　佐藤町長は施政方針演説の中で、「町民の満足度を高めるため、重点プロジェクトとして位置づけて

いる事業については、優先的・積極的に実施し、長期的視点に立った的確・円滑な行政運営を基本とし

ながら「やさしさと豊かさでキラリと輝くまち田上」の実現可能な予算づくりを行いました。今年度も

ソフト事業に重点をおきながら、町民みなさまから町の発展と満足度を実感していただけるようアイデ

アに富んだ事業を提案していきます。」と決意を述べました。

　施政方針と予算概要は次のとおりです。

2広報  たがみまち 「　　　      」 4月号  ●3 ●  広報  たがみまち 「　　　      」 4月号

自
然
と
調
和
し
た

　　　　安
全
で
快
適
な

　　　　　　　　暮
ら
し
の
創
造

健
康
で
や
す
ら
か
な

　　　　　　　暮
ら
し
の
創
造

に
ぎ
わ
い
と
活
力

あ
ふ
れ
る
暮
ら
し
の
創
造

創
意
と
き
ず
な
が
支
え
る

魅
力
あ
る
暮
ら
し
の
創
造

豊
か
さ
と
生
き
が
い
に

　　満
ち
た
暮
ら
し
の
創
造



平成27年度

 町の基本方針をご紹介します
（施政方針）

平成27年度

 町の基本方針をご紹介します
（施政方針）

平成27年度

 町の基本方針をご紹介します
（施政方針）

◆
土
木
関
連
事
業

　
国
道
４
０
３
号
バ
イ
パ
ス
整
備

は
、
活
発
な
交
流
を
支
え
活
力
あ

る
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
重
要
な

役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、
早

期
整
備
促
進
の
た
め
の
要
望
活
動

等
の
成
果
と
し
て
、
道
路
築
造
工

事
が
着
々
と
進
ん
で
お
り
、
平
成

26
年
５
月
に
は
町
道
本
田
上
・
横

場
線
か
ら
才
歩
川
を
越
え
て
県
道

新
潟
・
五
泉
・
間
瀬
線
ま
で
供
用

開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
Ｊ
Ｒ
田
上
駅
裏
の
町

道
中
店
後
藤
１
号
線
ま
で
の
早
期

供
用
開
始
に
向
け
て
の
要
望
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

◆
水
害
対
策
関
連
事
業

　
山
田
川
改
修
は
、
平
成
26
年
度

全
区
間
の
改
修
が
完
了
し
、
「
水

害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
一
歩

前
進
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
加
茂
川
の
堤
防
嵩
上
げ
工
事

が
平
成
26
年
度
に
引
き
続
き
行
わ

れ
る
予
定
の
ほ
か
、
五
社
川
改
修

工
事
に
つ
い
て
も
再
開
さ
れ
る
予

定
で
す
。

◆
消
防
・
防
災
関
連
事
業

　
消
防
団
活
動
を
行
う
に
あ
た
り
、

機
動
性
及
び
消
防
力
の
向
上
を
図

る
た
め
、
引
き
続
き
積
載
車
及
び

消
防
ポ
ン
プ
の
更
新
を
行
い
、
消

防
力
の
向
上
を
図
る
ほ
か
、
消
防

団
員
の
安
全
確
保
の
た
め
、
全
分

団
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
配
備

し
装
備
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
に
約
１
８
５
０
本

設
置
さ
れ
て
い
る
防
犯
灯
全
て
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
交
換
し
、
電
気
料
の

削
減
と
蛍
光
灯
な
ど
の
消
耗
品
な

ど
の
節
減
に
努
め
ま
す
。

◆
福
祉
・
健
康
づ
く
り
関
連
事
業

　
「
団
塊
の
世
代
」
が
後
期
高
齢

者
と
な
る
２
０
２
５
年
を
見
据
え
、

認
知
症
対
策
、
在
宅
医
療
と
介
護

と
の
連
携
、
地
域
の
生
活
支
援
に

必
要
な
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
発

展
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
親
に
な
る
両
親
向
け

に
妊
娠
や
育
児
が
楽
し
め
る
イ
メ

ー
ジ
が
持
て
る
「
両
親
学
級
」
の

充
実
や
、
子
育
て
の
不
安
を
取
り

除
く
「
２
ヶ
月
児
学
級
」
を
開
設

し
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病
や

が
ん
予
防
と
と
も
に
、
疾
病
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
特

定
健
診
と
が
ん
検
診
を
組
み
合
わ

せ
た
半
日
ミ
ニ
ド
ッ
ク
を
新
た
に

実
施
し
、
受
診
者
の
利
便
性
向
上

を
図
り
ま
す

◆
教
育
関
連
事
業

　
今
年
度
よ
り
新
教
育
委
員
会
制

度
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
総
合
教
育
会
議
を
設
置
し
て

教
育
委
員
会
と
十
分
意
思
疎
通
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
の
教
育
の
課

題
や
あ
る
べ
き
姿
を
協
議
・
調
整

し
、
「
教
育
、
学
術
及
び
文
化
の

振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
」

を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

町
で
掲
げ
る
「
田
上
の
12
か
年
教

育
」
の
理
念
で
あ
る
「
田
上
の
子

は
田
上
で
育
て
る
」
を
効
果
的
に

推
進
す
る
た
め
、
子
育
て
支
援
体

制
の
充
実
と
園
児
や
児
童
の
環
境

を
整
備
し
、「
教
育
の
ま
ち
田
上
」

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
竹
の
友
幼
児
園
で
は
、
園
児
の

遊
び
や
集
団
生
活
を
通
し
て
自
律

心
を
養
い
、
好
奇
心
と
遊
ぶ
意
欲

を
育
て
る
教
育
を
実
践
し
な
が
ら
、

基
本
的
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
さ

せ
、
ア
プ
ロ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
践

を
と
お
し
て
、
小
学
校
へ
の
ス
ム

ー
ズ
な
移
行
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

　
小
中
学
校
で
は
、
小
学
校
で
実

施
し
て
き
た
「
算
数
や
外
国
語
活

動
」
と
中
学
校
で
取
り
組
む
「
数

学
や
英
語
」
や
「
理
科
」
を
中
心

に
、
田
上
町
教
育
研
究
協
議
会
や

近
隣
大
学
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

教
育
活
動
の
評
価
や
改
善
を
と
お

し
て
、
教
育
課
程
、
接
続
プ
ラ
ン

を
具
体
化
す
る
と
と
も
に
、
家
庭

・
地
域
団
体
等
の
連
携
の
下
、
道

徳
教
育
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

◆
生
涯
学
習
関
連
事
業

　
生
涯
学
習
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

事
業
を
推
進
し
満
足
度
の
高
い
明

る
く
・
豊
か
な
人
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
社
会
教
育
で
は
、
社
会
教
育
団

体
の
育
成
支
援
と
情
報
発
信
を
通

じ
、
近
隣
大
学
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
各
種
教
室
・
講
座
や
青
少

年
活
動
事
業
を
開
始
し
て
い
き
ま

す
。

　
体
育
ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
は
、
毎

年
開
催
し
て
い
る
佐
藤
杯
駅
伝
競

走
大
会
を
始
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
羽

生
田
野
球
場
は
、
今
年
度
よ
り
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

◆
農
林
業
関
連
事
業

　
従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
「
環
境

保
全
型
農
業
直
接
支
援
事
業
」
の

取
り
組
み
を
引
き
続
き
継
続
し
て

行
い
ま
す
。
国
・
県
・
町
の
基
本
方

針
等
の
計
画
を
基
と
し
た
取
り
組

み
団
体
で
の
計
画
書
の
作
成
や
、

交
付
金
交
付
事
務
等
を
含
め
、
引

き
続
き
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
商
工
観
光
業
関
連
事
業

　
平
成
25
年
度
よ
り
保
証
料
補
給

を
行
っ
て
い
る
「
新
潟
県
小
口
零

細
企
業
保
証
制
度
資
金
」及
び「
不

況
対
策
等
緊
急
特
別
資
金
」
を
は

じ
め
と
し
た
制
度
資
金
の
貸
付
事

業
や
保
証
料
補
給
を
継
続
し
、
商

工
業
の
育
成
・
振
興
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
本
田
上
工
業
団
地
に
つ
い
て
は
、

進
出
企
業
は
ま
だ
２
社
で
す
が
、

４
０
３
号
バ
イ
パ
ス
の
新
潟
市
と

の
開
通
も
平
成
30
年
頃
と
目
途
が

立
っ
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
販

売
の
促
進
と
企
業
誘
致
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　
町
の
観
光
施
設
で
は
、椿
寿
荘
、

総
合
公
園
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ
ン
ド
に

続
い
て
、
湯
っ
多
里
館
に
つ
い
て

も
平
成
27
年
１
月
よ
り
指
定
管
理

者
制
度
に
移
行
し
ま
し
た
。
町
と

し
て
も
指
定
管
理
者
の
特
性
を
活

か
し
た
施
設
運
営
が
行
え
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
関
連
で
は
、
新
潟

の
歴
史
、
文
化
、
芸
能
、
四
季
の

自
然
、食
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

町
で
も
多
く
の
観
光
客
誘
致
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

◆
総
務
関
連
事
業

　
少
子
化
関
係
で
は
、
子
育
て
の

し
や
す
い
環
境
整
備
と
い
う
観
点

か
ら
、
乳
幼
児
用
品
購
入
費
助
成

事
業
や
、
子
育
て
応
援
米
支
給
事

業
を
新
規
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
初
め
て
実
施
し
た
独
身
男
女

の
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
大

勢
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
た
実
績

が
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
継

続
し
、
人
口
減
少
対
策
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　
平
成
28
年
か
ら
運
用
が
開
始
さ

れ
る「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
」

に
お
い
て
、
個
人
番
号
の
付
番
や

カ
ー
ド
の
発
行
な
ど
に
必
要
と
な

る
シ
ス
テ
ム
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
関
連
で
は
、
懸
案

事
業
で
あ
っ
た
「（
仮
）生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
を
契
機
に
複

数
の
拠
点
を
整
備
し
、
新
た
な
町

づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
動
」

と
「
静
」
と
し
て
、「
動
」
は
に
ぎ

わ
い
創
出
、
「
静
」
は
学
び
の
空

間
と
し
て
交
流
人
口
の
増
加
を
図

り
、
国
が
推
進
し
て
い
る
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

役
場
前
の
国
道
４
０
３
号
バ
イ
パ

ス
脇
に
は
、
に
ぎ
わ
い
創
出
を
計

る
た
め
「
動
」
の
空
間
と
し
て
、

「
道
の
駅
」
を
併
設
し
た
生
涯
学

習
機
能
を
含
む
「（
仮
称
）地
域
交

流
会
館
」
を
、
原
ヶ
崎
交
流
セ
ン

タ
ー
に
は
、
「
静
」
の
学
び
の
空

間
と
し
て
図
書
館
機
能
を
有
す
る

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
、
基
本
構

想
・
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
策
定
に
関
し
て
町
民

の
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け
る
た

め
、
外
部
組
織
で
構
成
す
る
「
検

討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

町の発展と満足度を実感していただけるまちづくり
　平成27年度当初予算が町議会３月定例会で可決されました。

　佐藤町長は施政方針演説の中で、「町民の満足度を高めるため、重点プロジェクトとして位置づけて

いる事業については、優先的・積極的に実施し、長期的視点に立った的確・円滑な行政運営を基本とし

ながら「やさしさと豊かさでキラリと輝くまち田上」の実現可能な予算づくりを行いました。今年度も

ソフト事業に重点をおきながら、町民みなさまから町の発展と満足度を実感していただけるようアイデ

アに富んだ事業を提案していきます。」と決意を述べました。

　施政方針と予算概要は次のとおりです。
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の
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41億6,749万8千円41億6,749万8千円41億6,749万8千円

平成27年度一般会計予算平成27年度一般会計予算平成27年度一般会計予算

【町税の内訳】

町民税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

入湯税

【その他の自主財源の内訳】

財産収入

寄附金

繰越金

諸収入

【その他の依存財源の内訳】

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

交通安全対策特別交付金

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4億7,748万円

・・・・・・・・・・・・・・ 5億248万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,191万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6,256万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,975万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 189万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5,000万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1億9,714万円

・・・・・・・・・・・・・・・・ 6,600万円

・・・・・・・・・・・・・・・・ 190万円

・・・・・・・・・・・・・・・・ 500万円

・・ 700万円

1億5,000万円

・・ 2,000万円

・・・1,000万円

・・・・・・・・・・・ 400万円

・・・・・・ 158万円

町税
11億1,418万円
　　  （－0.5％）

繰入金
2億2,101万円
（7.3％）

分担金及び負担金、
使用料及び手数料
7,404万円
（－42.0％）

その他の自主財源
2億4,933万円（－11.3％）

地方交付税
16億3,400万円（－0.2％）

町債
2億2,990万円
（－8.5％）

国庫支出金、
県支出金
5億5,606万円
（2.7％）

その他の依存財源
2億6,548万円（12.6％）

●万円未満の数字は整理しています。

●（　）内は対前年度比です。

歳入合計

４3億４,400万円

歳出合計

４3億４,400万円

　平成27年度の一般会計当初予算額は43億4,400万円で、前年度に比べ5,600万円（1.3％）の減、特別

会計当初予算総額は41億6,749万8千円で前年度に比べ6億6,028万4千円（18.8％）の増となりました。

４3億4,400万円４3億4,400万円４3億4,400万円

教育費
30,769円

土木費
40,022円

総務費
37,493円

公債費
42,555円

民生費
103,129円

労働費ほか
1,469円

議会費
6,915円

消防費
16,346円

農林水産業費
18,123円

商工費
21,710円

衛生費
30,583円

町民1人あたり
に使われるお金

約349,112円

平成27年3月31日現在

人口１2,443人

民生費
12億8,323万円

（－1.6％）

公債費
5億2,951万円

（－1.0％）

総務費
4億6,652万円（7.2％）

教育費
3億8,286万円
（－3.5％）

衛生費
3億8,054万円
（－0.8％）

商工費
2億7,014万円
（－16.6％）

農林水産業費
2億2,550万円（5.1％）

消防費
2億339万円
（－4.4％）

議会費 8,604万円（3.6％）

労働費ほか 1,828万円（4.4％）

土木費 4億9,799万円（1.0％）

予　算　額（前年度比）

7億3,140万円

7,940万円

15億3,700万円

1億900万円

3,990万円

13億1,700万円

2億6,826万2千円

8,553万6千円

（83.2％）

（2.3％）

（14.3％）

（1.5％）

（1.5％）

（10.6％）

（－0.6％）

（9.9％）

収益的支出

資本的支出

　 内 　 訳 　

下水道事業特別会計

集落排水事業特別会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

訪問看護事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

特別会計特別会計

水道事業
特別会計

依存財源
61.8％

自主財源
38.2％依存財源

61.8％

自主財源
38.2％

4広報  たがみまち 「　　　      」 4月号  ●5 ●  広報  たがみまち 「　　　      」 4月号



41億6,749万8千円41億6,749万8千円41億6,749万8千円

平成27年度一般会計予算平成27年度一般会計予算平成27年度一般会計予算

【町税の内訳】

町民税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

入湯税

【その他の自主財源の内訳】

財産収入

寄附金

繰越金

諸収入

【その他の依存財源の内訳】

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

交通安全対策特別交付金

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4億7,748万円

・・・・・・・・・・・・・・ 5億248万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,191万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6,256万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,975万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 189万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5,000万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1億9,714万円

・・・・・・・・・・・・・・・・ 6,600万円

・・・・・・・・・・・・・・・・ 190万円

・・・・・・・・・・・・・・・・ 500万円

・・ 700万円

1億5,000万円

・・ 2,000万円

・・・1,000万円

・・・・・・・・・・・ 400万円

・・・・・・ 158万円

町税
11億1,418万円
　　  （－0.5％）

繰入金
2億2,101万円
（7.3％）

分担金及び負担金、
使用料及び手数料
7,404万円
（－42.0％）

その他の自主財源
2億4,933万円（－11.3％）

地方交付税
16億3,400万円（－0.2％）

町債
2億2,990万円
（－8.5％）

国庫支出金、
県支出金
5億5,606万円
（2.7％）

その他の依存財源
2億6,548万円（12.6％）

●万円未満の数字は整理しています。

●（　）内は対前年度比です。

歳入合計

４3億４,400万円

歳出合計

４3億４,400万円

　平成27年度の一般会計当初予算額は43億4,400万円で、前年度に比べ5,600万円（1.3％）の減、特別

会計当初予算総額は41億6,749万8千円で前年度に比べ6億6,028万4千円（18.8％）の増となりました。

４3億4,400万円４3億4,400万円４3億4,400万円

教育費
30,769円

土木 費
40,022円

総務費
37,493円

公債費
42,555円

民生費
103,129円

労働費ほか
1,469円

議会費
6,915円

消防費
16,346円

農林水産業費
18,123円

商工費
21,710円

衛生費
30,583円

町民1人あたり
に使われるお金

約349,112円

平成27年3月31日現在

人口１2,443人

民生費
12億8,323万円

（－1.6％）

公債費
5億2,951万円

（－1.0％）

総務費
4億6,652万円（7.2％）

教育費
3億8,286万円
（－3.5％）

衛生費
3億8,054万円
（－0.8％）

商工費
2億7,014万円
（－16.6％）

農林水産業費
2億2,550万円（5.1％）

消防費
2億339万円
（－4.4％）

議会費 8,604万円（3.6％）

労働費ほか 1,828万円（4.4％）

土木費 4億9,799万円（1.0％）

予　算　額（前年度比）

7億3,140万円

7,940万円

15億3,700万円

1億900万円

3,990万円

13億1,700万円

2億6,826万2千円

8,553万6千円

（83.2％）

（2.3％）

（14.3％）

（1.5％）

（1.5％）

（10.6％）

（－0.6％）

（9.9％）

収益的支出

資本的支出

　 内 　 訳 　

下水道事業特別会計

集落排水事業特別会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

訪問看護事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

特別会計特別会計

水道事業
特別会計

依存財源
61.8％

自主財源
38.2％依存財源

61.8％

自主財源
38.2％
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▼
平
成
26
年
度
田
上
町
一
般
会
計
補

　正
予
算
（
第
６
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
６
２
２
万
９
千
円

　
を
追
加
し
、
総
額
を
46
億
３
５
２

　
５
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
２
月
ま
で
の
降
雪
に
よ
る
除
雪
に

　
伴
い
、
除
雪
関
係
経
費
が
不
足
し

　
た
た
め
、
概
ね
３
回
分
の
関
係
経

　
費
を
増
額
し
ま
し
た
。

▼
田
上
町
横
場
運
動
広
場
設
置
条
例

　の
制
定

▼
田
上
町
教
育
長
の
職
務
に
専
念
す

　る
義
務
の
特
例
等
に
関
す
る
条
例

　の
制
定

▼
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

　条
例
の
一
部
改
正

▼
町
長
及
び
副
町
長
の
旅
費
に
関
す

　る
条
例
の
一
部
改
正

▼
田
上
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条

　例
の
一
部
改
正

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

　の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

　条
例
の
一
部
改
正

▼
田
上
町
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改

　正
▼
財
産
の
交
換
、
譲
与
、
無
償
貸
付

　等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼
田
上
町
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

　り
条
例
の
一
部
改
正

▼
田
上
町
社
会
教
育
委
員
設
置
条
例

　の
一
部
改
正

▼
田
上
町
青
少
年
問
題
協
議
会
設
置

　条
例
の
一
部
改
正

▼
田
上
町
立
保
育
所
条
例
の
一
部
改

　正
▼
田
上
町
営
野
球
場
条
例
の
一
部
改

　正
▼
田
上
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

　正
▼
田
上
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の

　一
部
改
正

▼
田
上
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

　与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条

　例
の
廃
止

▼
田
上
町
営
羽
生
田
野
球
場
の
指
定

　管
理
者
の
指
定

▽
総
合
公
園
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ
ン
ド
の

　
指
定
管
理
者
で
あ
る
「
環
境
を
サ

　
ポ
ー
ト
す
る
株
式
会
社
き
ら
め
き
」

　
よ
り
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ
ン
ド
と
の
一

　
体
的
な
管
理
運
営
を
行
い
た
い
と

　
の
申
し
出
が
あ
り
、
指
定
管
理
者

　
と
し
て
の
施
設
運
営
に
つ
い
て
、

　
書
類
及
び
提
案
内
容
の
ヒ
ア
リ
ン

　
グ
を
行
い
、
審
査
し
た
結
果
、
ス

　
ポ
ー
ツ
施
設
と
観
光
施
設
の
そ
れ

　
ぞ
れ
の
利
点
を
活
か
し
、
今
ま
で

　
以
上
に
両
施
設
の
有
効
活
用
が
見

　
込
め
る
こ
と
か
ら
、
同
社
を
指
定

　
管
理
者
と
指
定
し
ま
し
た
。

▼
平
成
26
年
度
田
上
町
一
般
会
計
補

　正
予
算
（
第
７
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
１
億
６
０
５
６
万

　
５
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
44
億

　
７
４
６
８
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
【
主
な
内
容
】

　
年
度
末
に
至
り
、
事
業
が
ほ
ぼ
確

　
定
し
た
事
に
よ
り
、
収
入
支
出
そ

　
れ
ぞ
れ
の
増
減
整
理
を
行
い
ま
し

　
た
。

▼
同
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

　８
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
７
８
０
０
万
８
千

　
円
を
追
加
し
、
総
額
を
45
億
５
２

　
６
９
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
【
主
な
内
容
】

　
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た

　
め
の
交
付
金
が
創
設
さ
れ
、
関
連

　
経
費
を
追
加
し
ま
し
た
。
こ
の
交

　
付
金
を
活
用
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率

　
を
20
％
に
設
定
し
た
商
品
券
の
発

　
行
や
、
割
引
率
を
33
％
と
し
た
湯

　
っ
た
り
旅
行
券
の
発
行
な
ど
を
行

　
い
ま
す
。

▼
同
年
度
田
上
町
下
水
道
事
業
特
別

　会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
１
９
３
８
万
円
を

　
減
額
し
、
総
額
を
３
億
８
０
０
４

　
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
集
落
排
水
事
業
特

　別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
５
１
３
万
２
千
円

　
を
減
額
し
、
総
額
を
７
２
４
６
万

　
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
国
民
健
康
保
険
特

　別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
１
９
５
０
万
円
を

　
追
加
し
、
総
額
を
14
億
７
４
０
０

　
万
円
と
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
後
期
高
齢
者
医
療

　特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
４
０
３
万
４
千
円

　
を
減
額
し
、
総
額
を
１
億
４
０
６

　
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
訪
問
看
護
事
業
特

　別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
１
０
８
万
５
千
円

　
を
追
加
し
、
総
額
を
４
０
６
５
万

　
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
介
護
保
険
特
別
会

　計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
８
２
６
０
万
円
を

　
減
額
し
、
総
額
を
11
億
２
１
２
０

　
万
円
と
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
水
道
事
業
会
計
補

　正
予
算
（
第
２
号
）

▽
予
算
３
条
に
定
め
た
収
益
的
支
出

　
の
水
道
事
業
費
用
予
定
額
を
５
１

　
６
万
１
千
円
を
減
額
し
、
２
億
６

　
４
７
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
27
年
度
田
上
町
一
般
会
計
予

　算
及
び
特
別
会
計
予
算

▽
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

　
ま
し
た
。（
４
～
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

問い合わせ：役場総務課企画財政係　57-6222

「田上町総合計画審議会」・「総合戦略策定会議」の委員募集！「田上町総合計画審議会」・「総合戦略策定会議」の委員募集！

～小さな元気が集まって大きな元気に～
　　　　　　「キラリと輝く」元気なまちづくりにみなさんの力を！

●「総合計画」と「地方版総合戦略」、「審議会」と「策定会議」とは・・・

●募集要項

　「やさしさと豊かさでキラリと輝くまち　田上」をテーマに「第５次田上町総合計画」が策定されてから３年、田上町

は「キラリと輝くまち」に近づいていますでしょうか。

　町民、企業、学校と行政が一緒になって取り組み、「キラリと輝く」ところが少しずつではありますが現れてきていよ

うに感じます。これからもっと「輝けるまち」になるためには、小さくても輝いている「元気」を増やしていくことが必

要です。

　「田上町総合計画」には、そのために必要なことが盛り込まれています。また、これから策定する「総合戦略」は、地

域の実情に合わせ、地域が元気になるために必要なことを盛り込みます。

　そこで、町では「田上町総合計画」を審議し、進行状況をチェックしていただく「総合計画審議会」、および、「地方

版総合戦略」策定のための「総合戦略策定会議」の委員を募集いたします。なお、「総合計画」と「地方版総合戦略」は、

どちらもこれからのまちづくりのための重要な計画であり、切り離して考えることができませんので、２つの委員を兼ね

ていただきます。

　小さな「元気」で町をいっぱいにして「やさしさと豊かさでキラリと輝く『元気な』まち　田上」を一緒に実現させる

ため、あなたの力と経験とアイデアを貸していただけませんか。

・田上町における最上位の計画にあたります。

・計画期間は、平成24年度～平成33年度までの10年間です。

・10年間の方向を定めた「基本構想」と、５年ごとの具

　体的な施策を定めた「基本計画」で構成されています。

・毎年、「基本計画」に定めた事業について評価を行い、

　審議会で評価の妥当性を審議しています。

・委員会の会議は、基本的に年１回開催します。

・町がＰＤＣＡサイクルを回して、基本計画の進行状況に

　関し評価した内容について、審議します。

・平成28年度からは、平成29年度からの５年間を対象とし

　た「後期基本計画」策定についても、審議します。

若干名

次のすべての要件を満たす方

(1) まちづくりに関心を持ち、積極的に意見を述べることができる方

(2) 田上町に在住している満18歳以上の方（平成27年４月１日現在）ただし、高校生は不可

(3) 年間４～５回程度平日開催する会議に出席できる方

(4) 国、地方公共団体の議員又は常勤の公務員でない方

平成27年５月９日から平成29年５月８日まで（再任可）

(1) 総合計画基本構想・基本計画の及び評価に関する調査及び審議

(2) 地方版総合戦略の策定に関する調査及び審議

(1) 応募用紙（町ホームページ又は役場総務課にて配布します。）

(2) まちづくり提案書

　　テーマ：「やさしさと豊かさでキラリと輝くまちづくり」

　　　※『提案書』は、指定されたテーマについてのご意見を、概ね400字以内にまとめてご記入ください。

　　　※様式は任意の様式で結構です。

(3) 提出方法：持参、郵送、ファックス、電子メールいずれかにより提出ください。

(4) 提 出 先：田上町役場総務課　〒959-1503 田上町大字原ケ崎新田3070 FAX57-3112

　　　　　　　電子メール：t2222@town.tagami.niigata.jp

平成27年５月30日（木）※必着

応募用紙、提案書をもとに審査し決定させていただきます。

町の規定により、日額報酬5,000円と費用弁償1,100円を支給します。

１．募 集 人 員

２．応 募 資 格

３．任　　　期

４．審議会委員

    の業務内容

５．応募書類、

　　提 出 方 法

６．応 募 締 切

７．選 考 方 法

８．報　　　酬

・田上町の将来の人口に関する目標を設定し、それに向けて「ひと」

　「しごと」の流れを創り、「まち」を創るための計画です。

・計画期間は、平成27年度～平成31年度までの５年間です。

・人口に関する目標を定めた「地方人口ビジョン」と、具体的な施

　策および目標値を定めた「地方版総合戦略」で構成されています。

・毎年、「基本計画」に定めた事業について評価を行い、審議会で

　評価の妥当性を審議しています。

・委員会の会議は、年４回程度（５、７、８、10月の予定）開催します。

・町長が諮問する「地方人口ビジョン」及び「地方版総合戦略」の内

　容について、様々な視点から審議し、結果を答申します。

・策定後は、戦略の進行状況について町が評価した内容を審議し、町

　に対して提言します。

計
画
の
概
要

委
員
会
の
概
要

総　合　計　画 地方版総合戦略

平
成
27
年
度
予
算
を
可
決

第
1
回

田
上
町
議
会
定
例
会

平
成
27
年

平
成
27
年
度
予
算
を
可
決

第
1
回

田
上
町
議
会
定
例
会

平
成
27
年
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指
定
管
理
者
の
指
定

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
・
廃
止

専

決

処

分

補

正

予

算

新

年

度

予

算

　３
月
２
日
、
第
１
回
町
議
会
定

例
会
が
招
集
さ
れ
、
24
日
ま
で
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提
案

し
た
議
案
は
合
計
33
議
案
で
、
所

管
の
常
任
委
員
会
及
び
予
算
審
査

特
別
委
員
会
に
付
託
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。



　
　

▼
平
成
26
年
度
田
上
町
一
般
会
計
補

　正
予
算
（
第
６
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
６
２
２
万
９
千
円

　
を
追
加
し
、
総
額
を
46
億
３
５
２

　
５
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
２
月
ま
で
の
降
雪
に
よ
る
除
雪
に

　
伴
い
、
除
雪
関
係
経
費
が
不
足
し

　
た
た
め
、
概
ね
３
回
分
の
関
係
経

　
費
を
増
額
し
ま
し
た
。

▼
田
上
町
横
場
運
動
広
場
設
置
条
例

　の
制
定

▼
田
上
町
教
育
長
の
職
務
に
専
念
す

　る
義
務
の
特
例
等
に
関
す
る
条
例

　の
制
定

▼
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

　条
例
の
一
部
改
正

▼
町
長
及
び
副
町
長
の
旅
費
に
関
す

　る
条
例
の
一
部
改
正

▼
田
上
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条

　例
の
一
部
改
正

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

　の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

　条
例
の
一
部
改
正

▼
田
上
町
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改

　正
▼
財
産
の
交
換
、
譲
与
、
無
償
貸
付

　等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼
田
上
町
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

　り
条
例
の
一
部
改
正

▼
田
上
町
社
会
教
育
委
員
設
置
条
例

　の
一
部
改
正

▼
田
上
町
青
少
年
問
題
協
議
会
設
置

　条
例
の
一
部
改
正

▼
田
上
町
立
保
育
所
条
例
の
一
部
改

　正
▼
田
上
町
営
野
球
場
条
例
の
一
部
改

　正
▼
田
上
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

　正
▼
田
上
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の

　一
部
改
正

▼
田
上
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

　与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条

　例
の
廃
止

▼
田
上
町
営
羽
生
田
野
球
場
の
指
定

　管
理
者
の
指
定

▽
総
合
公
園
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ
ン
ド
の

　
指
定
管
理
者
で
あ
る
「
環
境
を
サ

　
ポ
ー
ト
す
る
株
式
会
社
き
ら
め
き
」

　
よ
り
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ
ン
ド
と
の
一

　
体
的
な
管
理
運
営
を
行
い
た
い
と

　
の
申
し
出
が
あ
り
、
指
定
管
理
者

　
と
し
て
の
施
設
運
営
に
つ
い
て
、

　
書
類
及
び
提
案
内
容
の
ヒ
ア
リ
ン

　
グ
を
行
い
、
審
査
し
た
結
果
、
ス

　
ポ
ー
ツ
施
設
と
観
光
施
設
の
そ
れ

　
ぞ
れ
の
利
点
を
活
か
し
、
今
ま
で

　
以
上
に
両
施
設
の
有
効
活
用
が
見

　
込
め
る
こ
と
か
ら
、
同
社
を
指
定

　
管
理
者
と
指
定
し
ま
し
た
。

▼
平
成
26
年
度
田
上
町
一
般
会
計
補

　正
予
算
（
第
７
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
１
億
６
０
５
６
万

　
５
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
44
億

　
７
４
６
８
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
【
主
な
内
容
】

　
年
度
末
に
至
り
、
事
業
が
ほ
ぼ
確

　
定
し
た
事
に
よ
り
、
収
入
支
出
そ

　
れ
ぞ
れ
の
増
減
整
理
を
行
い
ま
し

　
た
。

▼
同
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

　８
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
７
８
０
０
万
８
千

　
円
を
追
加
し
、
総
額
を
45
億
５
２

　
６
９
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
【
主
な
内
容
】

　
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た

　
め
の
交
付
金
が
創
設
さ
れ
、
関
連

　
経
費
を
追
加
し
ま
し
た
。
こ
の
交

　
付
金
を
活
用
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率

　
を
20
％
に
設
定
し
た
商
品
券
の
発

　
行
や
、
割
引
率
を
33
％
と
し
た
湯

　
っ
た
り
旅
行
券
の
発
行
な
ど
を
行

　
い
ま
す
。

▼
同
年
度
田
上
町
下
水
道
事
業
特
別

　会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
１
９
３
８
万
円
を

　
減
額
し
、
総
額
を
３
億
８
０
０
４

　
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
集
落
排
水
事
業
特

　別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
５
１
３
万
２
千
円

　
を
減
額
し
、
総
額
を
７
２
４
６
万

　
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
国
民
健
康
保
険
特

　別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
１
９
５
０
万
円
を

　
追
加
し
、
総
額
を
14
億
７
４
０
０

　
万
円
と
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
後
期
高
齢
者
医
療

　特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
４
０
３
万
４
千
円

　
を
減
額
し
、
総
額
を
１
億
４
０
６

　
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
訪
問
看
護
事
業
特

　別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
１
０
８
万
５
千
円

　
を
追
加
し
、
総
額
を
４
０
６
５
万

　
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
介
護
保
険
特
別
会

　計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
８
２
６
０
万
円
を

　
減
額
し
、
総
額
を
11
億
２
１
２
０

　
万
円
と
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
水
道
事
業
会
計
補

　正
予
算
（
第
２
号
）

▽
予
算
３
条
に
定
め
た
収
益
的
支
出

　
の
水
道
事
業
費
用
予
定
額
を
５
１

　
６
万
１
千
円
を
減
額
し
、
２
億
６

　
４
７
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
27
年
度
田
上
町
一
般
会
計
予

　算
及
び
特
別
会
計
予
算

▽
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

　
ま
し
た
。（
４
～
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

問い合わせ：役場総務課企画財政係　57-6222

「田上町総合計画審議会」・「総合戦略策定会議」の委員募集！「田上町総合計画審議会」・「総合戦略策定会議」の委員募集！

～小さな元気が集まって大きな元気に～
　　　　　　「キラリと輝く」元気なまちづくりにみなさんの力を！

●「総合計画」と「地方版総合戦略」、「審議会」と「策定会議」とは・・・

●募集要項

　「やさしさと豊かさでキラリと輝くまち　田上」をテーマに「第５次田上町総合計画」が策定されてから３年、田上町

は「キラリと輝くまち」に近づいていますでしょうか。

　町民、企業、学校と行政が一緒になって取り組み、「キラリと輝く」ところが少しずつではありますが現れてきていよ

うに感じます。これからもっと「輝けるまち」になるためには、小さくても輝いている「元気」を増やしていくことが必

要です。

　「田上町総合計画」には、そのために必要なことが盛り込まれています。また、これから策定する「総合戦略」は、地

域の実情に合わせ、地域が元気になるために必要なことを盛り込みます。

　そこで、町では「田上町総合計画」を審議し、進行状況をチェックしていただく「総合計画審議会」、および、「地方

版総合戦略」策定のための「総合戦略策定会議」の委員を募集いたします。なお、「総合計画」と「地方版総合戦略」は、

どちらもこれからのまちづくりのための重要な計画であり、切り離して考えることができませんので、２つの委員を兼ね

ていただきます。

　小さな「元気」で町をいっぱいにして「やさしさと豊かさでキラリと輝く『元気な』まち　田上」を一緒に実現させる

ため、あなたの力と経験とアイデアを貸していただけませんか。

・田上町における最上位の計画にあたります。

・計画期間は、平成24年度～平成33年度までの10年間です。

・10年間の方向を定めた「基本構想」と、５年ごとの具

　体的な施策を定めた「基本計画」で構成されています。

・毎年、「基本計画」に定めた事業について評価を行い、

　審議会で評価の妥当性を審議しています。

・委員会の会議は、基本的に年１回開催します。

・町がＰＤＣＡサイクルを回して、基本計画の進行状況に

　関し評価した内容について、審議します。

・平成28年度からは、平成29年度からの５年間を対象とし

　た「後期基本計画」策定についても、審議します。

若干名

次のすべての要件を満たす方

(1) まちづくりに関心を持ち、積極的に意見を述べることができる方

(2) 田上町に在住している満18歳以上の方（平成27年４月１日現在）ただし、高校生は不可

(3) 年間４～５回程度平日開催する会議に出席できる方

(4) 国、地方公共団体の議員又は常勤の公務員でない方

平成27年５月９日から平成29年５月８日まで（再任可）

(1) 総合計画基本構想・基本計画の及び評価に関する調査及び審議

(2) 地方版総合戦略の策定に関する調査及び審議

(1) 応募用紙（町ホームページ又は役場総務課にて配布します。）

(2) まちづくり提案書

　　テーマ：「やさしさと豊かさでキラリと輝くまちづくり」

　　　※『提案書』は、指定されたテーマについてのご意見を、概ね400字以内にまとめてご記入ください。

　　　※様式は任意の様式で結構です。

(3) 提出方法：持参、郵送、ファックス、電子メールいずれかにより提出ください。

(4) 提 出 先：田上町役場総務課　〒959-1503 田上町大字原ケ崎新田3070 FAX57-3112

　　　　　　　電子メール：t2222@town.tagami.niigata.jp

平成27年４月30日（木）※必着

応募用紙、提案書をもとに審査し決定させていただきます。

町の規定により、日額報酬5,000円と費用弁償1,100円を支給します。

１．募 集 人 員

２．応 募 資 格

３．任　　　期

４．審議会委員

    の業務内容

５．応募書類、

　　提 出 方 法

６．応 募 締 切

７．選 考 方 法

８．報　　　酬

・田上町の将来の人口に関する目標を設定し、それに向けて「ひと」

　「しごと」の流れを創り、「まち」を創るための計画です。

・計画期間は、平成27年度～平成31年度までの５年間です。

・人口に関する目標を定めた「地方人口ビジョン」と、具体的な施

　策および目標値を定めた「地方版総合戦略」で構成されています。

・毎年、「基本計画」に定めた事業について評価を行い、審議会で

　評価の妥当性を審議しています。

・委員会の会議は、年４回程度（５、７、８、10月の予定）開催します。

・町長が諮問する「地方人口ビジョン」及び「地方版総合戦略」の内

　容について、様々な視点から審議し、結果を答申します。

・策定後は、戦略の進行状況について町が評価した内容を審議し、町

　に対して提言します。

計
画
の
概
要

委
員
会
の
概
要

総　合　計　画 地方版総合戦略

平
成
27
年
度
予
算
を
可
決

第
1
回

田
上
町
議
会
定
例
会

平
成
27
年

平
成
27
年
度
予
算
を
可
決

第
1
回

田
上
町
議
会
定
例
会

平
成
27
年
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指
定
管
理
者
の
指
定

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
・
廃
止

専

決

処

分

補

正

予

算

新

年

度

予

算

　３
月
２
日
、
第
１
回
町
議
会
定

例
会
が
招
集
さ
れ
、
24
日
ま
で
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提
案

し
た
議
案
は
合
計
33
議
案
で
、
所

管
の
常
任
委
員
会
及
び
予
算
審
査

特
別
委
員
会
に
付
託
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。







介護保険料・制度改正に関する問い合わせ：役場保健福祉課福祉係　57-6112

全国大会出場おめでとう
第37回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ　

春季水泳競技大会　女子50m自由形

　土橋　輝さん（羽生田）

　土橋さんは３月26日から開催される大会前日に町長へ表

敬訪問されました。「週６回スイミングスクールに通って

練習をしています。大会ではぜひ決勝に残れるように全力

を出し切ります。と意気込みを語ってくれました。

　３月21日、20歳の門出を祝福するかのような晴

天の下、田上町成人式が町民体育館で開催されま

した。

　田上の成人式は、新成人で構成する実行委員が

主催しています。毎年、委員の皆さんは工夫を凝

らした企画を行い、成人式を盛り上げています。

今年も実行委員長へインタビューを行いました。

１５４名が新成人へ

実行委員長　山口さん

新成人154人中、男性55人、女性62人が式典へ参加 全員で記念撮影

【成人式実行委員長　山口元気さんインタビュー】

①成人になった今の気持ち

　成人になったということは社会から見られる目が変わります。自分の行動に責任を持つこと。何を

　するべきかを考え、それを行動すること。これらができる社会人になりたいと思います。

②今回の企画に込めた思いは？

　実行委員の企画として写真スライドショーを作成しました。写真スライドショーを用いて、この田

　上町で出会い共に成長した仲間、時には厳しく時には優しく指導してくれた先生方に感謝し、各々

　次のステップへと活躍して欲しいと思い作成しました。

③田上の良い点、悪い点

　良い点　自然豊かであること。

　悪い点　良い点である自然豊かでいい町であることのアピールが弱いということ。

④今の田上町について一言どうぞ！

　10年、20年経っても自然豊かで美しい田上町であって欲しいです。

ひかる
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第37回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ　

春季水泳競技大会　女子50m自由形

　土橋　輝さん（羽生田）

　土橋さんは３月26日から開催される大会前日に町長へ表
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新成人154人中、男性55人、女性62人が式典へ参加 全員で記念撮影

【成人式実行委員長　山口元気さんインタビュー】

①成人になった今の気持ち

　成人になったということは社会から見られる目が変わります。自分の行動に責任を持つこと。何を

　するべきかを考え、それを行動すること。これらができる社会人になりたいと思います。

②今回の企画に込めた思いは？

　実行委員の企画として写真スライドショーを作成しました。写真スライドショーを用いて、この田

　上町で出会い共に成長した仲間、時には厳しく時には優しく指導してくれた先生方に感謝し、各々

　次のステップへと活躍して欲しいと思い作成しました。

③田上の良い点、悪い点

　良い点　自然豊かであること。

　悪い点　良い点である自然豊かでいい町であることのアピールが弱いということ。

④今の田上町について一言どうぞ！

　10年、20年経っても自然豊かで美しい田上町であって欲しいです。
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告

 

問い合わせ：役場総務課庶務防災係　　57-6222

0.078 

0.078 

0.072 

0.080 

0.074 

0.080 

0.076 

0.070 

地上１ｍ

地上50cm

地上10cm

底面10cm

駐車場

側溝

通常の測定範囲内(0.016～0.16マイクロシーベルト/毎時)
測定結果（マイクロシーベルト/毎時）

天　候測定場所

田上町役場 曇り11時20分～

測定日時
3月20日

放射線測定結果をお知らせします

今月 先月

■測定結果（通常の範囲内でした）

◆第1号被保険者

◆第2号被保険者

◆第3号被保険者

こんなときは届け出を！こんなときは届け出を！

加入の仕方は3種類。サラリーマンも学生もみんな国民年金の加入者です。

国民年金保険料の納付は、便利な口座振替をおすすめします。

口座振替の手続きは通帳・金融機関届出印をお持ちの上、金融機関または三条年金事務所で。

問い合わせ：三条年金事務所　32-2239、役場町民課保険係　57－6115

　
国
民
年
金
は
20
歳
に
な
っ
た
ら
学

生
・
社
会
人
を
問
わ
ず
全
員
が
加
入

す
る
制
度
で
、
60
歳
ま
で
の
40
年
間

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
満
額

の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間
が

あ
る
と
、
も
し
も
の
と
き
の
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
る
ば
か
り
か
、
老

後
の
支
え
と
な
る
老
齢
基
礎
年
金
が

減
額
さ
れ
ま
す
。
未
納
期
間
が
多
く

保
険
料
の
納
付
要
件
を
満
た
さ
な
け

れ
ば
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、

老
齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済
年
金
も

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
年
金
に
つ
い
て
身
近
に
感
じ
ら
れ

ず
、
ま
だ
先
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
機
会
に
自

分
自
身
の
将
来
を
考
え
て
、
20
歳
に

な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保

険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。
収
入
が
少

な
く
保
険
料
の
納
入
が
困
難
な
場
合

は
「
学
生
納
付
特
例
」
、
「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」
や
「
申
請
免
除
」

と
い
っ
た
保
険
料
の
免
除
制
度
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
す
で
に
厚
生
年
金
・
共
済

組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
勤

務
先
の
事
業
主
が
年
金
制
度
へ
の
加

入
手
続
き
等
を
行
う
た
め
、
自
分
で

手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

20歳になった方へ

お済みですか？お済みですか？お済みですか？

第２号被保険者

会社員や公務員で厚生年金または
共済年金に加入している方

第１号被保険者

国内に住む20歳以上60歳未満の農
業、自営業などの方、学生など

会社や役所に就職したとき

住所・氏名が変わったとき

勤務先

市町村役場

年金手帳

年金手帳

第３号被保険者

届け出先こんなとき 必要なもの

会社や役所に就職したとき 勤務先 年金手帳

届け出先こんなとき 必要なもの

第２号被保険者の被扶養配偶者で、
20歳以上60歳未満の方

届け出先

市町村役場

配偶者の勤務先 年金手帳

こんなとき

60歳になる前に会社や役所を退職
したとき

年金手帳、資格喪失証明書・離職
証明など退職の証明ができるもの

必要なもの

会社を退職し、会社員の配偶者の
扶養になるとき

市町村役場
第３号被保険者が配偶者の扶養か
らはずれたとき（収入増・離婚など） 年金手帳、資格喪失証明書

　
町
で
は
緑
を
愛
す
る
町
民
の
し
あ

わ
せ
を
祈
り
、
ま
た
全
家
庭
植
樹
の

推
進
を
図
る
た
め
左
記
に
該
当
す
る

方
へ
記
念
樹
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
者
お
よ
び
樹
種

・
お
子
様
の
誕
生
の
と
き
・
・
・
キ 

　
ン
モ
ク
セ
イ
、
あ
じ
さ
い
、
ハ
ク

　
モ
ク
レ
ン
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
さ
く

　
ら
、
む
く
げ

・
結
婚
の
と
き
・
・
・
さ
ざ
ん
か

・
住
居
を
新
築
し
た
と
き
・
・
・
越

　
の
梅

※
配
布
時
期
に
町
内
に
住
所
が
あ
る

　
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
配
布
方
法

　
年
２
回
（
春
・
秋
）
配
布
を
行
っ

て
い
ま
す
。
（
新
築
に
つ
い
て
は
秋

の
み
の
配
布
）

　
時
期
に
な
り
ま
し
た
ら
対
象
の
方

へ
、
役
場
よ
り
お
知
ら
せ
の
ハ
ガ
キ

を
送
付
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
役
場
産
業
振
興
課
農
林
係

　
　☎
57
―
６
２
２
５

　
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
と
と

も
に
屋
外
で
の
活
動
が
増
え
て
き
ま

す
。
こ
の
時
期
は
降
水
量
が
少
な
く

空
気
が
乾
燥
し
て
林
野
火
災
が
発
生

し
や
す
い
気
象
条
件
に
な
り
ま
す
。

　
次
の
点
に
注
意
し
て
林
野
火
災
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
枯
れ
草
の
あ
る
火
災
が
発
生
し
や

　
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し
な

　
い
。

▼
強
風
、
乾
燥
時
に
た
き
火
を
し
な

　
い
。

▼
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず
灰
皿
に

　
捨
て
る
。
ま
た
、
絶
対
に
投
げ
捨

　
て
は
し
な
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
加
茂
地
域
消
防
署

　
　☎
52
―
１
７
７
０

　
加
茂
地
域
消
防
署
・
田
上
出
張
所

　
　☎
57
―
５
３
０
０

　
携
帯
電
話
の
普
及
に
よ
り
、
劇
場

や
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
な
ど
で
携
帯
電

話
等
の
呼
び
出
し
音
の
防
止
や
、
企

業
や
家
庭
内
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
た
め
、
「
携
帯
電
話
ジ
ャ
マ
ー
」

と
証
す
る
装
置
を
取
り
付
け
る
ケ
ー

ス
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
装
置
は
、「
微
弱
な
電
波
を
使

用
」、「
設
置
に
許
可
は
不
要
」
な
ど

と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
使

用
す
る
場
合
に
は
、
一
定
の
条
件
の

も
と
で
、
無
線
局
の
免
許
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
も
し
、
免
許
を
受
け
ず
に
こ
れ
ら

の
装
置
を
使
用
す
る
と
、
携
帯
電
話

な
ど
他
の
無
線
局
に
妨
害
を
与
え
、

電
波
法
違
反
と
な
り
処
罰
の
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
安
易
に
購
入
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
総
務
省
信
越
総
合
通
信
局

　
総
合
通
信
相
談
所

　☎
０
２
６
―
２
３
４
―
９
９
６
１

緑
あ
ふ
れ
る
町
に

　　　　　記
念
樹
贈
呈
事
業

林
野
火
災
を
防
ご
う
！

「
携
帯
電
話
ジ
ャ
マ
ー
」は

免
許
が
必
要
！！
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問い合わせ：役場総務課庶務防災係　　57-6222

0.078 

0.078 

0.072 

0.080 

0.074 

0.080 

0.076 

0.070 

地上１ｍ

地上50cm

地上10cm

底面10cm

駐車場

側溝

通常の測定範囲内(0.016～0.16マイクロシーベルト/毎時)
測定結果（マイクロシーベルト/毎時）

天　候測定場所

田上町役場 曇り11時20分～

測定日時
3月20日

放射線測定結果をお知らせします

今月 先月

■測定結果（通常の範囲内でした）

◆第1号被保険者

◆第2号被保険者

◆第3号被保険者

こんなときは届け出を！こんなときは届け出を！

加入の仕方は3種類。サラリーマンも学生もみんな国民年金の加入者です。

国民年金保険料の納付は、便利な口座振替をおすすめします。

口座振替の手続きは通帳・金融機関届出印をお持ちの上、金融機関または三条年金事務所で。

問い合わせ：三条年金事務所　32-2239、役場町民課保険係　57－6115

　
国
民
年
金
は
20
歳
に
な
っ
た
ら
学

生
・
社
会
人
を
問
わ
ず
全
員
が
加
入

す
る
制
度
で
、
60
歳
ま
で
の
40
年
間

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
満
額

の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間
が

あ
る
と
、
も
し
も
の
と
き
の
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
る
ば
か
り
か
、
老

後
の
支
え
と
な
る
老
齢
基
礎
年
金
が

減
額
さ
れ
ま
す
。
未
納
期
間
が
多
く

保
険
料
の
納
付
要
件
を
満
た
さ
な
け

れ
ば
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、

老
齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済
年
金
も

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
年
金
に
つ
い
て
身
近
に
感
じ
ら
れ

ず
、
ま
だ
先
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
機
会
に
自

分
自
身
の
将
来
を
考
え
て
、
20
歳
に

な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保

険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。
収
入
が
少

な
く
保
険
料
の
納
入
が
困
難
な
場
合

は
「
学
生
納
付
特
例
」
、
「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」
や
「
申
請
免
除
」

と
い
っ
た
保
険
料
の
免
除
制
度
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
す
で
に
厚
生
年
金
・
共
済

組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
勤

務
先
の
事
業
主
が
年
金
制
度
へ
の
加

入
手
続
き
等
を
行
う
た
め
、
自
分
で

手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

20歳になった方へ

お済みですか？お済みですか？お済みですか？

第２号被保険者

会社員や公務員で厚生年金または
共済年金に加入している方

第１号被保険者

国内に住む20歳以上60歳未満の農
業、自営業などの方、学生など

会社や役所に就職したとき

住所・氏名が変わったとき

勤務先

市町村役場

年金手帳

年金手帳

第３号被保険者

届け出先こんなとき 必要なもの

会社や役所に就職したとき 勤務先 年金手帳

届け出先こんなとき 必要なもの

第２号被保険者の被扶養配偶者で、
20歳以上60歳未満の方

届け出先

市町村役場

配偶者の勤務先 年金手帳

こんなとき

60歳になる前に会社や役所を退職
したとき

年金手帳、資格喪失証明書・離職
証明など退職の証明ができるもの

必要なもの

会社を退職し、会社員の配偶者の
扶養になるとき

市町村役場
第３号被保険者が配偶者の扶養か
らはずれたとき（収入増・離婚など） 年金手帳、資格喪失証明書

　
町
で
は
緑
を
愛
す
る
町
民
の
し
あ

わ
せ
を
祈
り
、
ま
た
全
家
庭
植
樹
の

推
進
を
図
る
た
め
左
記
に
該
当
す
る

方
へ
記
念
樹
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
者
お
よ
び
樹
種

・
お
子
様
の
誕
生
の
と
き
・
・
・
キ 

　
ン
モ
ク
セ
イ
、
あ
じ
さ
い
、
ハ
ク

　
モ
ク
レ
ン
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
さ
く

　
ら
、
む
く
げ

・
結
婚
の
と
き
・
・
・
さ
ざ
ん
か

・
住
居
を
新
築
し
た
と
き
・
・
・
越

　
の
梅

※
配
布
時
期
に
町
内
に
住
所
が
あ
る

　
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
配
布
方
法

　
年
２
回
（
春
・
秋
）
配
布
を
行
っ

て
い
ま
す
。
（
新
築
に
つ
い
て
は
秋

の
み
の
配
布
）

　
時
期
に
な
り
ま
し
た
ら
対
象
の
方

へ
、
役
場
よ
り
お
知
ら
せ
の
ハ
ガ
キ

を
送
付
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
役
場
産
業
振
興
課
農
林
係

　
　☎
57
―
６
２
２
５

　
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
と
と

も
に
屋
外
で
の
活
動
が
増
え
て
き
ま

す
。
こ
の
時
期
は
降
水
量
が
少
な
く

空
気
が
乾
燥
し
て
林
野
火
災
が
発
生

し
や
す
い
気
象
条
件
に
な
り
ま
す
。

　
次
の
点
に
注
意
し
て
林
野
火
災
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
枯
れ
草
の
あ
る
火
災
が
発
生
し
や

　
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し
な

　
い
。

▼
強
風
、
乾
燥
時
に
た
き
火
を
し
な

　
い
。

▼
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず
灰
皿
に

　
捨
て
る
。
ま
た
、
絶
対
に
投
げ
捨

　
て
は
し
な
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
加
茂
地
域
消
防
署

　
　☎
52
―
１
７
７
０

　
加
茂
地
域
消
防
署
・
田
上
出
張
所

　
　☎
57
―
５
３
０
０

　
携
帯
電
話
の
普
及
に
よ
り
、
劇
場

や
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
な
ど
で
携
帯
電

話
等
の
呼
び
出
し
音
の
防
止
や
、
企

業
や
家
庭
内
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
た
め
、
「
携
帯
電
話
ジ
ャ
マ
ー
」

と
証
す
る
装
置
を
取
り
付
け
る
ケ
ー

ス
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
装
置
は
、「
微
弱
な
電
波
を
使

用
」、「
設
置
に
許
可
は
不
要
」
な
ど

と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
使

用
す
る
場
合
に
は
、
一
定
の
条
件
の

も
と
で
、
無
線
局
の
免
許
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
も
し
、
免
許
を
受
け
ず
に
こ
れ
ら

の
装
置
を
使
用
す
る
と
、
携
帯
電
話

な
ど
他
の
無
線
局
に
妨
害
を
与
え
、

電
波
法
違
反
と
な
り
処
罰
の
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
安
易
に
購
入
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
総
務
省
信
越
総
合
通
信
局

　
総
合
通
信
相
談
所

　☎
０
２
６
―
２
３
４
―
９
９
６
１

緑
あ
ふ
れ
る
町
に

　　　　　記
念
樹
贈
呈
事
業

林
野
火
災
を
防
ご
う
！

「
携
帯
電
話
ジ
ャ
マ
ー
」は

免
許
が
必
要
！！
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有
料
広
告

有
料
広
告

田上町大字原ヶ崎

0120-57-2860

ふとん・じゅうたん・丸洗い

カーテンの防炎加工（消防庁認可）

㈲早津インテリアセンター

水回り、電気のことなら

TEL 57-2068　　FAX 57-2328

一級電気工事施工管理技士事務所

一級管工事施工管理技士事務所

志田電氣㈱

問い合わせ：町包括支援センター　57-6220

問い合わせ：役場保健福祉課保健係　57-6112

子宮頸がん　乳がん　大腸がん　無料検診のご案内

　介護の参考に前回から認知症の具体的な事例、場面を紹介しています。今回は【食べたことを忘れる】です。

　本人に食べたことを説明しても、認知症により本人は食べていないことが現実。訴えを否定したり、無理に

納得させようとしないで少量のおやつ等を食べてもらうと満足されます。しかし、訴えが多くなると食べすぎ

も心配になることもあるかと思います。本人の好きなことをするように促してみたり、散歩に出かける等気分

転換をすることもうまくいく場合があります。また、食事をするときは家族と一緒に楽しい雰囲気の中で食事

をされると満足感を高め、訴えが少なくなるかもしれません（糖尿病等で食事制限のある方はかかりつけ医に

相談してください）。

　また認知症が進むと身の回りにある物を食べてしまうことがあります。口にすると危険な物を普段から身の

回りに置かないようにして、常にお腹の調子に気を使うなど健康状態に注意する必要があります。 

認知症の方への接し方で不安なことがござい

ましたら、町包括支援センターへお問合わせ

ください。

 
平成２７年度

半日ミニドックを実施します　半日ミニドックを実施します　半日ミニドックを実施します　半日ミニドックを実施します　

半日ミニドックの内容半日ミニドックの内容

町外5,000円（1枠1か月）町内3,000円（1枠1か月） 町外5,000円（1枠1か月）

有料広告募集中！
町の広報媒体を活用して大きな宣伝効果が期待できます。広報きずな・ホームページに掲載する広告を募集中です！

申込・問い合わせ：役場総務課企画財政係　☎５７－６２２２

町内3,000円（1枠1か月）
〔掲載料〕

ぜひ、ＰＲの場に
活用してみませんか？

問い合わせ：役場保健福祉課保健係  57-6112

　健診は、ご自分の健康状態をチェックできたり、
これからの健康づくりに役立つ情報が得られる良い
機会でもあります。
　町では、今年度より半日ミニドックを行います。
　いくつかの健診を受けるために何回も足を運ぶ時間がないという方、忙しくて健診を
受けられなかった方など、複数の健診が一度に受けられるミニドックをお勧めします。

対象の方　国民健康保険の方・社会保険等の被扶養者の方

年　　齢　40～74歳

健診種類　①特定健診 ②胸部レントゲン検診 ③胃がん検診 ④大腸がん検診　

　　　　　※特定健診と同時実施で希望により肝炎ウイルス検診と前立腺がん検診も受けられます。

　　　　　★原則４種類の健診全てを受けていただきますが、ご都合のある方はお問い合わせください。

費　　用　① 特定健診：基本項目　800円　詳細項目　500円          

　　　　　② 胸部レントゲン検診　無料　　          

　　　　　③ 胃がん検診　1,000円　

　　　　　④ 大腸がん検診500

　　　　　※ 肝炎ウイルス検診　800円、前立腺がん検診　500円

　　　　　合計　①～④　2,800円（肝炎、前立腺がん検診受診の場合　4,100円）

健診日時　健 診 日　７月９日（木）、10日（金）

　　　　　健診時間　午前８時30分～

　　　　　受付時間　午前８時20分～10時40分

会　　場　保健福祉センター

申込方法　４月13日（月）より電話または窓口にて

　　 　　　定員になり次第申込が終了となる場合がありますのでお早目にお申込ください。

今まで受けたことがない方も
今年こそ受けてみませんか

NEW!
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有
料
広
告

有
料
広
告

田上町大字原ヶ崎

0120-57-2860

ふとん・じゅうたん・丸洗い

カーテンの防炎加工（消防庁認可）

㈲早津インテリアセンター

水回り、電気のことなら

TEL 57-2068　　FAX 57-2328

一級電気工事施工管理技士事務所

一級管工事施工管理技士事務所

志田電氣㈱

問い合わせ：町包括支援センター　57-6220

問い合わせ：役場保健福祉課保健係　57-6112

子宮頸がん　乳がん　大腸がん　無料検診のご案内

　介護の参考に前回から認知症の具体的な事例、場面を紹介しています。今回は【食べたことを忘れる】です。

　本人に食べたことを説明しても、認知症により本人は食べていないことが現実。訴えを否定したり、無理に

納得させようとしないで少量のおやつ等を食べてもらうと満足されます。しかし、訴えが多くなると食べすぎ

も心配になることもあるかと思います。本人の好きなことをするように促してみたり、散歩に出かける等気分

転換をすることもうまくいく場合があります。また、食事をするときは家族と一緒に楽しい雰囲気の中で食事

をされると満足感を高め、訴えが少なくなるかもしれません（糖尿病等で食事制限のある方はかかりつけ医に

相談してください）。

　また認知症が進むと身の回りにある物を食べてしまうことがあります。口にすると危険な物を普段から身の

回りに置かないようにして、常にお腹の調子に気を使うなど健康状態に注意する必要があります。 

認知症の方への接し方で不安なことがござい

ましたら、町包括支援センターへお問合わせ

ください。

 
平成２７年度

半日ミニドックを実施します　半日ミニドックを実施します　半日ミニドックを実施します　半日ミニドックを実施します　

半日ミニドックの内容半日ミニドックの内容

町外5,000円（1枠1か月）町内3,000円（1枠1か月） 町外5,000円（1枠1か月）

有料広告募集中！
町の広報媒体を活用して大きな宣伝効果が期待できます。広報きずな・ホームページに掲載する広告を募集中です！

申込・問い合わせ：役場総務課企画財政係　☎５７－６２２２

町内3,000円（1枠1か月）
〔掲載料〕

ぜひ、ＰＲの場に
活用してみませんか？

問い合わせ：役場保健福祉課保健係  57-6112

　健診は、ご自分の健康状態をチェックできたり、
これからの健康づくりに役立つ情報が得られる良い
機会でもあります。
　町では、今年度より半日ミニドックを行います。
　いくつかの健診を受けるために何回も足を運ぶ時間がないという方、忙しくて健診を
受けられなかった方など、複数の健診が一度に受けられるミニドックをお勧めします。

対象の方　国民健康保険の方・社会保険等の被扶養者の方

年　　齢　40～74歳

健診種類　①特定健診 ②胸部レントゲン検診 ③胃がん検診 ④大腸がん検診　

　　　　　※特定健診と同時実施で希望により肝炎ウイルス検診と前立腺がん検診も受けられます。

　　　　　★原則４種類の健診全てを受けていただきますが、ご都合のある方はお問い合わせください。

費　　用　① 特定健診：基本項目　800円　詳細項目　500円          

　　　　　② 胸部レントゲン検診　無料　　          

　　　　　③ 胃がん検診　1,000円　

　　　　　④ 大腸がん検診500

　　　　　※ 肝炎ウイルス検診　800円、前立腺がん検診　500円

　　　　　合計　①～④　2,800円（肝炎、前立腺がん検診受診の場合　4,100円）

健診日時　健 診 日　７月９日（木）、10日（金）

　　　　　健診時間　午前８時30分～

　　　　　受付時間　午前８時20分～10時40分

会　　場　保健福祉センター

申込方法　４月13日（月）より電話または窓口にて

　　 　　　定員になり次第申込が終了となる場合がありますのでお早目にお申込ください。

今まで受けたことがない方も
今年こそ受けてみませんか

NEW!
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通常であれば、ゴルフ場利用のお客様しか見る

ことのできない桜並木を、近隣住民の皆様や観光客

の方々にもご自由に見ていただく機会が出来ました。静まり返る深い

夜に、輝く桜を是非鑑賞しにきませんか。

問い合わせ：役場地域整備課施設整備係　　57-6223

問い合わせ：湯田上温泉旅館協同組合事務局 田上町商工会内　　57-2291

あなたの住まいは大丈夫？
～住宅の耐震診断・改修のすすめ～

湯田上
カントリークラブ

問い合わせ：役場地域整備課施設整備係　57-6223
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通常であれば、ゴルフ場利用のお客様しか見る

ことのできない桜並木を、近隣住民の皆様や観光客

の方々にもご自由に見ていただく機会が出来ました。静まり返る深い

夜に、輝く桜を是非鑑賞しにきませんか。

問い合わせ：役場地域整備課施設整備係　　57-6223

問い合わせ：湯田上温泉旅館協同組合事務局 田上町商工会内　　57-2291

あなたの住まいは大丈夫？
～住宅の耐震診断・改修のすすめ～

湯田上
カントリークラブ

問い合わせ：役場地域整備課施設整備係　57-6223
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固
定
資
産
税
を
理
解
し
、
信
頼
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
必
要
な
情
報
を

で
き
る
限
り
開
示
す
る
制
度
で
す
。

◇
縦
覧
内
容

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
地

　
番
、地
目
、地
積
、価
格
を
記
載
）

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、

　
家
屋
番
号
、種
類
、構
造
、床
面
積
、

　
価
格
を
記
載
）

◇
縦
覧
期
間

　
４
月
30
日
（
木
）
ま
で

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

◇
縦
覧
場
所

　
役
場
町
民
課
税
務
係
（
１
階
）

◇
縦
覧
で
き
る
方

・
資
産
の
所
有
者
と
そ
の
同
居
親
族

・
納
税
管
理
人
、
代
理
人

※
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
は
縦
覧
で

　
き
ま
せ
ん
。

◇
手
数
料

　
無
料（
縦
覧
帳
簿
の
コ
ピ
ー
不
可
）

◇
縦
覧
に
必
要
な
も
の

・
印
か
ん

・
代
理
人
の
場
合
は
、
所
有
者
の
委

　
任
状

・
運
転
免
許
証
な
ど
、
窓
口
に
来
た

　
方
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で

　
き
る
も
の

　
納
税
義
務
者
の
方
は
自
分
の
資
産
、

賃
借
人
等
の
方
は
使
用
ま
た
は
収
益

の
対
象
と
な
る
部
分
に
つ
い
て
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
課

税
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

◇
閲
覧
内
容

　
固
定
資
産
課
税
台
帳

◇
閲
覧
期
間
（
通
年
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

◇
閲
覧
場
所

　
役
場
町
民
課
税
務
係
（
１
階
）

◇
閲
覧
で
き
る
方

・
資
産
の
所
有
者
と
そ
の
同
居
親
族

・
納
税
管
理
人
、
代
理
人

・
借
地
人
、
借
家
人

◇
手
数
料

　
１
枚
に
つ
き
３
０
０
円

※
４
月
30
日
ま
で
は
無
料
。

◇
閲
覧
に
必
要
な
も
の

・
印
か
ん

・
代
理
人
の
場
合
は
、
所
有
者
の
委

　
任
状

・
借
地
人
、
借
家
人
の
場
合
は
、
賃

　
貸
借
契
約
書
等

・
運
転
免
許
証
な
ど
、
窓
口
に
来
た

　
方
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で

　
き
る
も
の

平成27年度の固定資産税を算定するもとになる土地と家屋の内容が記載された、「土地・家屋価格等

縦覧帳簿」の縦覧と、「固定資産税課税台帳」の閲覧ができます。

固定資産固定資産

「帳簿の縦覧」「課税台帳の閲覧」ができます「帳簿の縦覧」「課税台帳の閲覧」ができます

　
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
す
る
と
、
固
定
資
産
税
（
町
税
）
と
不
動
産
取

得
税
（
県
税
）
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
そ
れ
ら
の
課
税
の
た
め
に
現
地
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
町

職
員
が
該
当
す
る
家
屋
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
建
築
確
認
申
請
が
不
要
な
場
合
で
も
調
査
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

次
の
よ
う
な
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

①
未
登
記
家
屋
を
売
買
等
に
よ
り
名
義
変
更
す
る
場
合

→
『
未
登
記
家
屋
所
有
者
変
更
届
』

②
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た
場
合

→
『
家
屋
滅
失
届
』

※
翌
年
度
か
ら
の
課
税
台
帳
か
ら
削
除
し
ま
す
。

※
未
届
け
の
場
合
は
、
変
更
前
の
内
容
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
届
け
出
の
な
い
家
屋
を
確
認
し
た
場
合
は
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
た
税
額

　
で
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を
！

　
納
税
義
務
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
相
続
人
が
納
税
義
務
を
受

け
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
相
続
人
が
複
数
の
場
合
は
、
相
続
人
全
員
の
共

有
財
産
と
し
て
相
続
人
が
連
携
し
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
相
続
人
の
代
表
者
が
決
ま
っ
た
場
合
は
、
『
相
続
人
代
表
者
指
定
届
』
を

早
急
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
が

　　　　　　　　　　　　亡
く
な
っ
た
と
き
は
…

問
い
合
わ
せ

　
　
　役
場
町
民
課
税
務
係

　☎
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６
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固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

固
定
資
産
価
格
等
の
縦
覧

　
今
年
は
、
統
一
地
方
選
挙
の
年
で

す
。
当
町
で
は
、
町
議
会
議
員
の
選

挙
が
４
月
21
日
告
示
、
26
日
投
開
票

の
日
程
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
議

員
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
こ
れ
か
ら
の

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
町
が
提

案
す
る
考
え
方
を
検
討
、
協
議
し
て

い
た
だ
く
大
切
な
４
年
間
と
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
市
町
村
合
併
が
落
ち
着
き
、

合
併
し
た
自
治
体
、
合
併
し
な
か
っ

た
自
治
体
の
真
価
が
問
わ
れ
る
時
期

に
差
し
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
「
ま
ち
づ

く
り
」
の
概
略
を
説
明
し
て
き
た
よ

う
に
、
２
つ
の
拠
点
を
中
心
に
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
動
」
の
場
即
ち
こ
れ
か
ら
の
町
の

に
ぎ
わ
い
の
ゾ
ー
ン
と
し
て
役
場
前

に
（
仮
）
地
域
交
流
会
館
と
「
道
」

の
駅
を
建
設
す
る
予
定
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
農
産
物
の
直
売
所
等
の

併
設
も
考
え
て
い
ま
す
。
交
流
人
口

の
増
加
を
目
指
し
町
の
Ｐ
Ｒ
の
場
所

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
静
」
の
場
は
原
ヶ
崎
交
流
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
文
教
ゾ
ー
ン
と
し
て
整

備
し
て
い
く
計
画
で
す
。
現
在
の
原

ヶ
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

耐
震
補
強
な
ど
最
小
限
の
改
修
に
と

ど
め
、
不
足
す
る
学
習
室
を
新
築
し
、

図
書
館
機
能
を
持
っ
た
施
設
と
し
て

位
置
づ
け
放
課
後
の
学
童
保
育
の
場

と
し
て
も
活
用
し
て
行
く
こ
と
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
工
事
中
の
４
０
３
号
バ
イ
パ

ス
も
平
成
30
年
代
初
頭
に
は
新
潟
市

（
旧
小
須
戸
町
）
に
接
続
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
バ
イ
パ
ス
工
事
の
完
了

と
町
の
（
仮
）
地
域
交
流
会
館
と
道
の

駅
の
整
備
の
完
了
が
同
じ
頃
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

子
育
て
の
環
境
整
備

　
町
の
子
育
て
支
援
の
中
心
は
、
竹
の

友
幼
児
園
・
ル
ー
テ
ル
幼
稚
園
で
す
。

幼
児
園
で
は
、
平
成
25
年
度
に
入
所
定

員
増
に
対
応
す
る
保
育
室
の
増
設
を
終

え
ま
し
た
。
今
年
は
新
た
に
保
育
士
を

２
人
採
用
し
ま
し
た
。
子
育
て
の
環
境

整
備
は
、
幼
児
園
で
子
ど
も
達
が
の
び

の
び
と
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
必
要
で

あ
る
と
同
時
に
、
保
育
士
の
増
員
は
子

ど
も
達
の
安
全
な
保
育
に
繋
が
る
も
の

で
す
。

　
幼
児
園
は
、町
が
推
進
し
て
い
る「
田

上
の
12
か
年
教
育
」
の
基
礎
づ
く
り
を

担
う
大
切
な
幼
児
期
を
過
ご
す
場
所
で

す
。
し
か
し
、
幼
児
が
長
時
間
幼
児
園

等
の
施
設
で
過
ご
す
こ
と
に
は
少
し
心

配
な
気
持
ち
も
持
っ
て
い
ま
す
。
幼
児

期
は
で
き
る
だ
け
、
家
族
と
過
ご
す
こ

と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
幼
児
園
か
ら

帰
宅
す
る
際
に
、
幼
児
園
バ
ス
で
帰
ら

ず
に
幼
児
園
に
残
っ
て
い
る
幼
児
は
ど

こ
か
寂
し
い
表
情
を
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
と
聞
き
ま
す
。
保
護
者
の
仕
事
の

関
係
で
や
む
を
得
な
い
こ
と
も
分
か
り

ま
す
が
、
子
ど
も
は
い
つ
も
友
達
と
一

緒
に
行
動
す
る
こ
と
で
安
心
感
を
持
つ

も
の
で
す
。
み
な
さ
ん
の
子
ど
も
は
町

に
と
っ
て
も
宝
で
あ
り
ま
す
の
で
、
健

や
か
に
育
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
教
育
・
子
育
て
は
、
学
校
、

幼
児
園
等
、
家
庭
、
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ

で
育
ん
で
い
く
べ
き
こ
と
と
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
特
に
最
近
は
少
子
化
が
進

み
、
近
所
に
同
年
代
の
子
ど
も
が
い
な

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
家
に
籠
も
り
が
ち

に
な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
が

友
達
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
で
き

る
だ
け
、
多
く
の
人
と
過
ご
す
こ
と
で

将
来
に
必
要
な
社
会
性
を
身
に
つ
け
て

欲
し
い
も
の
で
す
。

田
上
流
の
小
中
一
貫
教
育

　
田
上
町
は
こ
れ
ま
で
に
「
教
育
の
ま

ち
田
上
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
幼
児
園
で
殆
ど
の
子
ど
も

達
が
一
緒
に
な
り
、
小
学
校
入
学
時
に

は
そ
れ
ぞ
れ
田
上
小
学
校
、
羽
生
田
小

学
校
に
、
そ
し
て
中
学
校
入
学
時
に
再

度
一
緒
に
な
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
、

田
上
流
の
小
中
一
貫
教
育
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
方
、
先
生

方
は
幼
児
園
と
小
学
校
、
小
学
校
と
中

学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
連
携
を
密
に
し
て
小

学
校
１
年
生
の
問
題
や
中
学
校
１
年
生

の
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
田
上
町
の
教
育
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、

「
田
上
の
竹
の
よ
う
に
ま
っ
す
ぐ
伸
び

る
子
ど
も
」
で
す
。
目
指
す
子
ど
も
像

は
、
「
志
を
も
っ
て
意
欲
的
に
学
び
自

律
と
思
い
や
り
の
心
を
も
つ
た
く
ま
し

い
子
ど
も
」
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

「
田
上
の
子
ど
も
は
田
上
で
育
て
る
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
先
生
方
も
一
致

団
結
し
て
、
自
信
を
持
っ
て
子
ど
も
の

教
育
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
中
学
校
で
自
分
の
目
指
す

進
路
の
実
現
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

幼
小
中
学
校
の
教
員
間
で
連
携
を
密
に

し
て
い
ま
す
。
幼
児
園
で
は
、
就
学
前

の
ア
プ
ロ
ー
チ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
小
学

校
で
は
、
入
学
後
４
週
間
の
ス
タ
ー
ト

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
、
小
学
校
に

入
学
し
て
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
「
小
１
プ

ロ
ブ
レ
ム
」
の
解
消
、
そ
し
て
中
学
校

入
学
時
の
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
解
消

を
目
的
に
算
数
か
ら
数
学
、
英
語
に
取

り
組
む
為
の
ア
プ
ロ
ー
チ
・
ス
タ
ー
ト

プ
ラ
ン
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

小
学
校
、
中
学
校
の
学
校
生
活
に
で
き

る
だ
け
早
く
な
れ
る
こ
と
を
目
的
し
た

取
り
組
み
で
す
。

　
一
方
、
中
学
校
で
は
、
学
習
と
同
時

に
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
生
徒
の
進
路
も
ほ
ぼ
希
望

す
る
高
校
へ
の
入
学
も
実
現
し
て
い
ま

す
。
田
上
の
教
育
も
着
実
に
成
果
が
出

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
学
校
は
教
師

の
方
々
が
団
結
す
る
こ
と
が
第
一
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
生
徒
・
児
童
へ
直
接

反
映
し
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、

ぜ
ひ
と
も
校
長
先
生
を
中
心
に
「
田
上

の
教
育
」
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
「
教
育

の
ま
ち
田
上
」
の
実
現
に
大
き
く
寄
与

す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

田上町長　佐 藤 邦 義

やさしさと豊かさで
キラリと輝くまち田上（その157）

新しい「まちづくり」に向けて
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固
定
資
産
税
を
理
解
し
、
信
頼
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
必
要
な
情
報
を

で
き
る
限
り
開
示
す
る
制
度
で
す
。

◇
縦
覧
内
容

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
地

　
番
、地
目
、地
積
、価
格
を
記
載
）

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、

　
家
屋
番
号
、種
類
、構
造
、床
面
積
、

　
価
格
を
記
載
）

◇
縦
覧
期
間

　
４
月
30
日
（
木
）
ま
で

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

◇
縦
覧
場
所

　
役
場
町
民
課
税
務
係
（
１
階
）

◇
縦
覧
で
き
る
方

・
資
産
の
所
有
者
と
そ
の
同
居
親
族

・
納
税
管
理
人
、
代
理
人

※
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
は
縦
覧
で

　
き
ま
せ
ん
。

◇
手
数
料

　
無
料（
縦
覧
帳
簿
の
コ
ピ
ー
不
可
）

◇
縦
覧
に
必
要
な
も
の

・
印
か
ん

・
代
理
人
の
場
合
は
、
所
有
者
の
委

　
任
状

・
運
転
免
許
証
な
ど
、
窓
口
に
来
た

　
方
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で

　
き
る
も
の

　
納
税
義
務
者
の
方
は
自
分
の
資
産
、

賃
借
人
等
の
方
は
使
用
ま
た
は
収
益

の
対
象
と
な
る
部
分
に
つ
い
て
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
課

税
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

◇
閲
覧
内
容

　
固
定
資
産
課
税
台
帳

◇
閲
覧
期
間
（
通
年
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

◇
閲
覧
場
所

　
役
場
町
民
課
税
務
係
（
１
階
）

◇
閲
覧
で
き
る
方

・
資
産
の
所
有
者
と
そ
の
同
居
親
族

・
納
税
管
理
人
、
代
理
人

・
借
地
人
、
借
家
人

◇
手
数
料

　
１
枚
に
つ
き
３
０
０
円

※
４
月
30
日
ま
で
は
無
料
。

◇
閲
覧
に
必
要
な
も
の

・
印
か
ん

・
代
理
人
の
場
合
は
、
所
有
者
の
委

　
任
状

・
借
地
人
、
借
家
人
の
場
合
は
、
賃

　
貸
借
契
約
書
等

・
運
転
免
許
証
な
ど
、
窓
口
に
来
た

　
方
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で

　
き
る
も
の

平成27年度の固定資産税を算定するもとになる土地と家屋の内容が記載された、「土地・家屋価格等

縦覧帳簿」の縦覧と、「固定資産税課税台帳」の閲覧ができます。

固定資産固定資産

「帳簿の縦覧」「課税台帳の閲覧」ができます「帳簿の縦覧」「課税台帳の閲覧」ができます

　
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
す
る
と
、
固
定
資
産
税
（
町
税
）
と
不
動
産
取

得
税
（
県
税
）
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
そ
れ
ら
の
課
税
の
た
め
に
現
地
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
町

職
員
が
該
当
す
る
家
屋
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
建
築
確
認
申
請
が
不
要
な
場
合
で
も
調
査
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

次
の
よ
う
な
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

①
未
登
記
家
屋
を
売
買
等
に
よ
り
名
義
変
更
す
る
場
合

→
『
未
登
記
家
屋
所
有
者
変
更
届
』

②
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た
場
合

→
『
家
屋
滅
失
届
』

※
翌
年
度
か
ら
の
課
税
台
帳
か
ら
削
除
し
ま
す
。

※
未
届
け
の
場
合
は
、
変
更
前
の
内
容
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
届
け
出
の
な
い
家
屋
を
確
認
し
た
場
合
は
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
た
税
額

　
で
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を
！

　
納
税
義
務
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
相
続
人
が
納
税
義
務
を
受

け
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
相
続
人
が
複
数
の
場
合
は
、
相
続
人
全
員
の
共

有
財
産
と
し
て
相
続
人
が
連
携
し
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
相
続
人
の
代
表
者
が
決
ま
っ
た
場
合
は
、
『
相
続
人
代
表
者
指
定
届
』
を

早
急
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
が

　　　　　　　　　　　　亡
く
な
っ
た
と
き
は
…

問
い
合
わ
せ

　
　
　役
場
町
民
課
税
務
係

　☎
57
―
６
１
１
５

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

固
定
資
産
価
格
等
の
縦
覧

　
今
年
は
、
統
一
地
方
選
挙
の
年
で

す
。
当
町
で
は
、
町
議
会
議
員
の
選

挙
が
４
月
21
日
告
示
、
26
日
投
開
票

の
日
程
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
議

員
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
こ
れ
か
ら
の

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
町
が
提

案
す
る
考
え
方
を
検
討
、
協
議
し
て

い
た
だ
く
大
切
な
４
年
間
と
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
市
町
村
合
併
が
落
ち
着
き
、

合
併
し
た
自
治
体
、
合
併
し
な
か
っ

た
自
治
体
の
真
価
が
問
わ
れ
る
時
期

に
差
し
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
「
ま
ち
づ

く
り
」
の
概
略
を
説
明
し
て
き
た
よ

う
に
、
２
つ
の
拠
点
を
中
心
に
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
動
」
の
場
即
ち
こ
れ
か
ら
の
町
の

に
ぎ
わ
い
の
ゾ
ー
ン
と
し
て
役
場
前

に
（
仮
）
地
域
交
流
会
館
と
「
道
」

の
駅
を
建
設
す
る
予
定
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
農
産
物
の
直
売
所
等
の

併
設
も
考
え
て
い
ま
す
。
交
流
人
口

の
増
加
を
目
指
し
町
の
Ｐ
Ｒ
の
場
所

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
静
」
の
場
は
原
ヶ
崎
交
流
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
文
教
ゾ
ー
ン
と
し
て
整

備
し
て
い
く
計
画
で
す
。
現
在
の
原

ヶ
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

耐
震
補
強
な
ど
最
小
限
の
改
修
に
と

ど
め
、
不
足
す
る
学
習
室
を
新
築
し
、

図
書
館
機
能
を
持
っ
た
施
設
と
し
て

位
置
づ
け
放
課
後
の
学
童
保
育
の
場

と
し
て
も
活
用
し
て
行
く
こ
と
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
工
事
中
の
４
０
３
号
バ
イ
パ

ス
も
平
成
30
年
代
初
頭
に
は
新
潟
市

（
旧
小
須
戸
町
）
に
接
続
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
バ
イ
パ
ス
工
事
の
完
了

と
町
の
（
仮
）
地
域
交
流
会
館
と
道
の

駅
の
整
備
の
完
了
が
同
じ
頃
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

子
育
て
の
環
境
整
備

　
町
の
子
育
て
支
援
の
中
心
は
、
竹
の

友
幼
児
園
・
ル
ー
テ
ル
幼
稚
園
で
す
。

幼
児
園
で
は
、
平
成
25
年
度
に
入
所
定

員
増
に
対
応
す
る
保
育
室
の
増
設
を
終

え
ま
し
た
。
今
年
は
新
た
に
保
育
士
を

２
人
採
用
し
ま
し
た
。
子
育
て
の
環
境

整
備
は
、
幼
児
園
で
子
ど
も
達
が
の
び

の
び
と
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
必
要
で

あ
る
と
同
時
に
、
保
育
士
の
増
員
は
子

ど
も
達
の
安
全
な
保
育
に
繋
が
る
も
の

で
す
。

　
幼
児
園
は
、町
が
推
進
し
て
い
る「
田

上
の
12
か
年
教
育
」
の
基
礎
づ
く
り
を

担
う
大
切
な
幼
児
期
を
過
ご
す
場
所
で

す
。
し
か
し
、
幼
児
が
長
時
間
幼
児
園

等
の
施
設
で
過
ご
す
こ
と
に
は
少
し
心

配
な
気
持
ち
も
持
っ
て
い
ま
す
。
幼
児

期
は
で
き
る
だ
け
、
家
族
と
過
ご
す
こ

と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
幼
児
園
か
ら

帰
宅
す
る
際
に
、
幼
児
園
バ
ス
で
帰
ら

ず
に
幼
児
園
に
残
っ
て
い
る
幼
児
は
ど

こ
か
寂
し
い
表
情
を
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
と
聞
き
ま
す
。
保
護
者
の
仕
事
の

関
係
で
や
む
を
得
な
い
こ
と
も
分
か
り

ま
す
が
、
子
ど
も
は
い
つ
も
友
達
と
一

緒
に
行
動
す
る
こ
と
で
安
心
感
を
持
つ

も
の
で
す
。
み
な
さ
ん
の
子
ど
も
は
町

に
と
っ
て
も
宝
で
あ
り
ま
す
の
で
、
健

や
か
に
育
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
教
育
・
子
育
て
は
、
学
校
、

幼
児
園
等
、
家
庭
、
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ

で
育
ん
で
い
く
べ
き
こ
と
と
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
特
に
最
近
は
少
子
化
が
進

み
、
近
所
に
同
年
代
の
子
ど
も
が
い
な

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
家
に
籠
も
り
が
ち

に
な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
が

友
達
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
で
き

る
だ
け
、
多
く
の
人
と
過
ご
す
こ
と
で

将
来
に
必
要
な
社
会
性
を
身
に
つ
け
て

欲
し
い
も
の
で
す
。

田
上
流
の
小
中
一
貫
教
育

　
田
上
町
は
こ
れ
ま
で
に
「
教
育
の
ま

ち
田
上
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
幼
児
園
で
殆
ど
の
子
ど
も

達
が
一
緒
に
な
り
、
小
学
校
入
学
時
に

は
そ
れ
ぞ
れ
田
上
小
学
校
、
羽
生
田
小

学
校
に
、
そ
し
て
中
学
校
入
学
時
に
再

度
一
緒
に
な
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
、

田
上
流
の
小
中
一
貫
教
育
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
方
、
先
生

方
は
幼
児
園
と
小
学
校
、
小
学
校
と
中

学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
連
携
を
密
に
し
て
小

学
校
１
年
生
の
問
題
や
中
学
校
１
年
生

の
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
田
上
町
の
教
育
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、

「
田
上
の
竹
の
よ
う
に
ま
っ
す
ぐ
伸
び

る
子
ど
も
」
で
す
。
目
指
す
子
ど
も
像

は
、
「
志
を
も
っ
て
意
欲
的
に
学
び
自

律
と
思
い
や
り
の
心
を
も
つ
た
く
ま
し

い
子
ど
も
」
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

「
田
上
の
子
ど
も
は
田
上
で
育
て
る
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
先
生
方
も
一
致

団
結
し
て
、
自
信
を
持
っ
て
子
ど
も
の

教
育
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
中
学
校
で
自
分
の
目
指
す

進
路
の
実
現
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

幼
小
中
学
校
の
教
員
間
で
連
携
を
密
に

し
て
い
ま
す
。
幼
児
園
で
は
、
就
学
前

の
ア
プ
ロ
ー
チ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
小
学

校
で
は
、
入
学
後
４
週
間
の
ス
タ
ー
ト

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
、
小
学
校
に

入
学
し
て
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
「
小
１
プ

ロ
ブ
レ
ム
」
の
解
消
、
そ
し
て
中
学
校

入
学
時
の
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
解
消

を
目
的
に
算
数
か
ら
数
学
、
英
語
に
取

り
組
む
為
の
ア
プ
ロ
ー
チ
・
ス
タ
ー
ト

プ
ラ
ン
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

小
学
校
、
中
学
校
の
学
校
生
活
に
で
き

る
だ
け
早
く
な
れ
る
こ
と
を
目
的
し
た

取
り
組
み
で
す
。

　
一
方
、
中
学
校
で
は
、
学
習
と
同
時

に
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
生
徒
の
進
路
も
ほ
ぼ
希
望

す
る
高
校
へ
の
入
学
も
実
現
し
て
い
ま

す
。
田
上
の
教
育
も
着
実
に
成
果
が
出

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
学
校
は
教
師

の
方
々
が
団
結
す
る
こ
と
が
第
一
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
生
徒
・
児
童
へ
直
接

反
映
し
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、

ぜ
ひ
と
も
校
長
先
生
を
中
心
に
「
田
上

の
教
育
」
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
「
教
育

の
ま
ち
田
上
」
の
実
現
に
大
き
く
寄
与

す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

田上町長　佐 藤 邦 義

やさしさと豊かさで
キラリと輝くまち田上（その157）

新しい「まちづくり」に向けて
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アルビレックス新潟 ＶＳ ヴァンフォーレ甲府アルビレックス新潟 ＶＳ ヴァンフォーレ甲府

クラブの最新情報は
『アルビレックス新潟携帯サイト』
をご覧ください。
　　　クラブの最新情報はこちら→

◇日時　4月25日（土）午後2時～4時

◇会場　田上町公民館　※入場無料

◇内容　「ねずみくんのきもち」

　　　　「わんぱくうさぎ・ターくんのぼうけん」

　　　　ほか全６作品

◆問い合わせ：相田良夫　☎57-5086

　ＰＴＡ活動やお楽しみ会など地区の活動にご利

用ください。映写機、スクリーン、フィルム（目

録から選択）を準備します。上映を希望される方

はご相談ください。費用は無料です。

　映写はこちらで担当します。

（16ミリ映写機認定証をお持ちの方でも可）

◆申込・問い合わせ：相田良夫　☎57-5086

第220回 16ミリ映写会

◇日時　4月18日（土）、25日（土）午後1時～5時

◆相談・問い合わせ：大塚行政書士事務所

　　　　　　　行政書士　大塚義行　☎57-4090

　行政機関への手続き、サービスについての要望

はもちろん、相続などの暮らしの困りごとについ

てもお気軽にご相談ください。

◇日時　平日（月～金曜日）午前9時～午後5時

◆相談・問い合わせ：総務省行政相談委員

　　　　　　　　　　善養寺貴洋　☎57-3988

「行政への要望」と「暮らし」の
電話相談

行政書士による行政手続・
相続等に関する無料電話相談

■日　　時　5月30日（土） 13：00キックオフ

■会　　場　デンカビッグスワンスタジアム

　　　　　　 (チケットはS・Eスタンド自由席のみ)

■応募条件　田上町在住者

■募集人数　500名

■応募方法　往復ハガキの往信裏面に ①5月30日甲府

　　　　　　②住所③氏名・年齢④電話番号⑤メール

　　　　　　アドレス（お持ちの方）⑥チケットの希

　　　　　　望枚数（２枚まで）⑦後援会資料請求（す

　　　　　　る・しない）を記載し、返信用表面に返

　　　　　　信先（ご自分）の住所・氏名をご記入の

　　　　　　上、宛先に送付してください。

　　　　　　※今年より、ご招待券のお申込は「自由席２枚まで」とさせていただきます。３枚以上ご希

　　　　　　　望の場合、優待価格（大人1,600円・小中高500円）にてチケット引換所で販売いたします。

　　　　　　　なお、１枚につき500円で指定席に変更することが可能です。

　　　　　　※往復ハガキは各自ご用意ください。応募は、１世帯につき１通限り有効です。応募多数の

　　　　　　　場合は抽選となります。

■応募期限　5月15日（金）必着（応募期限到着分以降のお申込は、無効となります）

■受け渡し　ご招待の可否を返信用ハガキにてお知らせします(５月22日(金)頃の予定)。また、お電話での

　　　　　　可否に関するお問い合わせはお答えいたしかねます。ご観戦いただく方は、返信ハガキをご

　　　　　　持参の上、デンカビッグスワンスタジアムのＥゲート前広場に設置の「チケット引換所」に

　　　　　　てチケットとお引き換え後にご入場、ご観戦となります。

■あ て 先　〒950-0954　新潟市中央区美咲町2-1-10

　　　　　　アルビレックス新潟後援会「試合観戦ご招待」係

■問い合せ　アルビレックス新潟後援会  村山  025-282-0011

■クラブの最新情報は『アルビレックス新潟携帯サイト』をご覧ください。

アルビレックス新潟  試合観戦ご招待のお知らせ
2015明治安田生命Ｊ1リーグ　1ｓｔステージ　第14節

※【夜間・休日急患診療】　県央医師会応急診療所（三条市興野）　☎32-0909
※「心と体の相談会」は3日前までにご連絡ください。（役場保健福祉課 　☎57-6112）

日月 曜日 時　　　　　　間 場　　　　　　所内　　　　　　　　　　　　　　容

4/16～5/15

5
月

4
月 18 土

19 日

20 月

21 火

22 水

23 木

24 金

25 土

26 日

27 月

28 火

29 水

30 木

1 金

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

9 土

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

17 金

16 木

湯っ多里館休館日
胃がん検診
母親学級（平成27年7～10月出産予定者）

7：30～10：00
受付9：10～、13：10～

みどりの日
【休日診療当番医】　鷲塚内科医院（加茂市穀町） 52-2054　　〈時間〉9：00～17：00

こどもの日
【休日診療当番医】　田上診療所（山田） 57-5015　　〈時間〉9：00～17：00

振替休日
【休日診療当番医】　さくらクリニック（加茂市寿町） 52-9511　　〈時間〉9：00～17：00

心と体の相談会
補聴器相談（リオン）

9：00～11：30
10：00～10：30

保健福祉センター
役場

胃がん検診
育児相談会

7：30～10：00
9：00～11：30

保健福祉センター
子育て支援センター

胃がん検診
補聴器相談（リオン）

7：30～10：00
10：00～10：30

保健福祉センター
役場

憲法記念日
【休日診療当番医】　大谷内科医院（加茂市上町） 52-0236　　〈時間〉9：00～17：00

胃がん検診
補聴器相談（リオン）

7：30～10：00
10：00～10：30

老人福祉センター
役場

胃がん検診
元気はつらつ教室

7：30～10：00
13：30～15：30

コミュニティセンター
保健福祉センター

胃がん検診
補聴器相談（リオン）

7：30～10：00
10：00～10：30

コミュニティセンター
役場

10ヶ月児すくすく学級（平成26年5～6月生まれ）
補聴器相談（リオン）

9：30～
10：00～

保健福祉センター
役場

保健福祉センター
保健福祉センター

昭和の日
【休日診療当番医】　中村医院（加茂市五番町） 52-0095　　〈時間〉9：00～17：00

護摩堂山開き
献血

10：00～13：00
9：00～11：30、13：00～15：00

護摩堂ふれあい広場
保健福祉センター

乳児健診（平成26年12月生まれ） 12：50～13：20 保健福祉センター

【休日診療当番医】　吉田内科医院（加茂市柳町） 57-7511　　〈時間〉9：00～17：00

心と体の相談会 9：00～11：30 保健福祉センター

胃がん検診 7：30～10：00 コミュニティセンター

【休日診療当番医】　わたなべ医院（加茂市栄町） 53-3850　　〈時間〉9：00～17：00

胃がん検診 7：30～10：00 老人福祉センター

胃がん検診 7：30～10：00 老人福祉センター

元気はつらつ教室 13：30～15：30 保健福祉センター

胃がん検診 7：30～10：00 保健福祉センター

【休日診療当番医】　うすき医院（加茂市大郷町） 52-1261　　〈時間〉9：00～17：00

胃がん検診 7：30～10：00 保健福祉センター

元気はつらつ教室 13：30～15：30 保健福祉センター

≪あなたの地域でも上映します≫

写真提供：㈱アルビレックス新潟
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アルビレックス新潟 ＶＳ ヴァンフォーレ甲府アルビレックス新潟 ＶＳ ヴァンフォーレ甲府

クラブの最新情報は
『アルビレックス新潟携帯サイト』
をご覧ください。
　　　クラブの最新情報はこちら→

◇日時　4月25日（土）午後2時～4時

◇会場　田上町公民館　※入場無料

◇内容　「ねずみくんのきもち」

　　　　「わんぱくうさぎ・ターくんのぼうけん」

　　　　ほか全６作品

◆問い合わせ：相田良夫　☎57-5086

　ＰＴＡ活動やお楽しみ会など地区の活動にご利

用ください。映写機、スクリーン、フィルム（目

録から選択）を準備します。上映を希望される方

はご相談ください。費用は無料です。

　映写はこちらで担当します。

（16ミリ映写機認定証をお持ちの方でも可）

◆申込・問い合わせ：相田良夫　☎57-5086

第220回 16ミリ映写会

◇日時　4月18日（土）、25日（土）午後1時～5時

◆相談・問い合わせ：大塚行政書士事務所

　　　　　　　行政書士　大塚義行　☎57-4090

　行政機関への手続き、サービスについての要望

はもちろん、相続などの暮らしの困りごとについ

てもお気軽にご相談ください。

◇日時　平日（月～金曜日）午前9時～午後5時

◆相談・問い合わせ：総務省行政相談委員

　　　　　　　　　　善養寺貴洋　☎57-3988

「行政への要望」と「暮らし」の
電話相談

行政書士による行政手続・
相続等に関する無料電話相談

■日　　時　5月30日（土） 13：00キックオフ

■会　　場　デンカビッグスワンスタジアム

　　　　　　 (チケットはS・Eスタンド自由席のみ)

■応募条件　田上町在住者

■募集人数　500名

■応募方法　往復ハガキの往信裏面に ①5月30日甲府

　　　　　　②住所③氏名・年齢④電話番号⑤メール

　　　　　　アドレス（お持ちの方）⑥チケットの希

　　　　　　望枚数（２枚まで）⑦後援会資料請求（す

　　　　　　る・しない）を記載し、返信用表面に返

　　　　　　信先（ご自分）の住所・氏名をご記入の

　　　　　　上、宛先に送付してください。

　　　　　　※今年より、ご招待券のお申込は「自由席２枚まで」とさせていただきます。３枚以上ご希

　　　　　　　望の場合、優待価格（大人1,600円・小中高500円）にてチケット引換所で販売いたします。

　　　　　　　なお、１枚につき500円で指定席に変更することが可能です。

　　　　　　※往復ハガキは各自ご用意ください。応募は、１世帯につき１通限り有効です。応募多数の

　　　　　　　場合は抽選となります。

■応募期限　5月15日（金）必着（応募期限到着分以降のお申込は、無効となります）

■受け渡し　ご招待の可否を返信用ハガキにてお知らせします(５月22日(金)頃の予定)。また、お電話での

　　　　　　可否に関するお問い合わせはお答えいたしかねます。ご観戦いただく方は、返信ハガキをご

　　　　　　持参の上、デンカビッグスワンスタジアムのＥゲート前広場に設置の「チケット引換所」に

　　　　　　てチケットとお引き換え後にご入場、ご観戦となります。

■あ て 先　〒950-0954　新潟市中央区美咲町2-1-10

　　　　　　アルビレックス新潟後援会「試合観戦ご招待」係

■問い合せ　アルビレックス新潟後援会  村山  025-282-0011

■クラブの最新情報は『アルビレックス新潟携帯サイト』をご覧ください。

アルビレックス新潟  試合観戦ご招待のお知らせ
2015明治安田生命Ｊ1リーグ　1ｓｔステージ　第14節

※【夜間・休日急患診療】　県央医師会応急診療所（三条市興野）　☎32-0909
※「心と体の相談会」は3日前までにご連絡ください。（役場保健福祉課 　☎57-6112）

日月 曜日 時　　　　　　間 場　　　　　　所内　　　　　　　　　　　　　　容

4/16～5/15

5
月

4
月 18 土

19 日

20 月

21 火

22 水

23 木

24 金

25 土

26 日

27 月

28 火

29 水

30 木

1 金

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

9 土

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

17 金

16 木

湯っ多里館休館日
胃がん検診
母親学級（平成27年7～10月出産予定者）

7：30～10：00
受付9：10～、13：10～

みどりの日
【休日診療当番医】　鷲塚内科医院（加茂市穀町） 52-2054　　〈時間〉9：00～17：00

こどもの日
【休日診療当番医】　田上診療所（山田） 57-5015　　〈時間〉9：00～17：00

振替休日
【休日診療当番医】　さくらクリニック（加茂市寿町） 52-9511　　〈時間〉9：00～17：00

心と体の相談会
補聴器相談（リオン）

9：00～11：30
10：00～10：30

保健福祉センター
役場

胃がん検診
育児相談会

7：30～10：00
9：00～11：30

保健福祉センター
子育て支援センター

胃がん検診
補聴器相談（リオン）

7：30～10：00
10：00～10：30

保健福祉センター
役場

憲法記念日
【休日診療当番医】　大谷内科医院（加茂市上町） 52-0236　　〈時間〉9：00～17：00

胃がん検診
補聴器相談（リオン）

7：30～10：00
10：00～10：30

老人福祉センター
役場

胃がん検診
元気はつらつ教室

7：30～10：00
13：30～15：30

コミュニティセンター
保健福祉センター

胃がん検診
補聴器相談（リオン）

7：30～10：00
10：00～10：30

コミュニティセンター
役場

10ヶ月児すくすく学級（平成26年5～6月生まれ）
補聴器相談（リオン）

9：30～
10：00～

保健福祉センター
役場

保健福祉センター
保健福祉センター

昭和の日
【休日診療当番医】　中村医院（加茂市五番町） 52-0095　　〈時間〉9：00～17：00

護摩堂山開き
献血

10：00～13：00
9：00～11：30、13：00～15：00

護摩堂ふれあい広場
保健福祉センター

乳児健診（平成26年12月生まれ） 12：50～13：20 保健福祉センター

【休日診療当番医】　吉田内科医院（加茂市柳町） 57-7511　　〈時間〉9：00～17：00

心と体の相談会 9：00～11：30 保健福祉センター

胃がん検診 7：30～10：00 コミュニティセンター

【休日診療当番医】　わたなべ医院（加茂市栄町） 53-3850　　〈時間〉9：00～17：00

胃がん検診 7：30～10：00 老人福祉センター

胃がん検診 7：30～10：00 老人福祉センター

元気はつらつ教室 13：30～15：30 保健福祉センター

胃がん検診 7：30～10：00 保健福祉センター

【休日診療当番医】　うすき医院（加茂市大郷町） 52-1261　　〈時間〉9：00～17：00

胃がん検診 7：30～10：00 保健福祉センター

元気はつらつ教室 13：30～15：30 保健福祉センター

≪あなたの地域でも上映します≫

写真提供：㈱アルビレックス新潟
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花
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な
や
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に
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し
春
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春
の
山
や
っ
と
見
つ
け
た
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の
と
う

猫
柳
川
で
栄
え
し
町
ほ
と
り

中　店　　　中澤　　登（79）

原ケ崎　　　豊田瑠璃子（95）

中　店　　　井上　祐種（83）

上　野　　　齋藤フミ枝（91）

中　店　　　佐藤　司郎（85）

俳

　句
（
敬
称
略
、
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不
同
）

湯
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子
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上
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水
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田
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に
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鈴
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を
手
に
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え
や
数
拾
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長
寿
の
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訣
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味
の
ゆ
と
り

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

短

　歌
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

川

　柳
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

山
　
田
　
加
藤
　
山
里

羽
生
田
　
岡
田
　
尚
久

清
水
沢
　
近
藤
　
健
一

清
水
沢
　
坂
内
　
昇
甫

涙
た
め
好
物
が
で
て
笑
う
孫
顔

団
子
よ
り
チ
ョ
コ
に
花
ビ
ラ
花
見
酒

落
選
で
も
笑
っ
て
い
ま
す
ポ
ス
タ
ー
は

笑
ひ
顔
か
く
し
て
み
て
も
ひ
げ
と
し
わ

甲
子
園
振
子
の
如
き
子
等
の
手
よ

赤ちゃん誕生

お　く　や　み

2／26～3／25届出分、
敬称略

羽生田　　　牛田　想春（佑真・彩佳）

坂　田　　　笹川　陽菜（健弘・亜希子）

羽生田　　　羽田　直弥（寛・功子）

※掲載希望の有無を役場町民課（総合受付）へお申し出ください。

ふれあい広場は町民のみなさんからの投稿をお待ちしています。

　たがみサニープレイスでは、平成13年３月より

毎月１回、第２土曜日に原ヶ崎交流センター・図

書室で「絵本の読み聞かせ会」を行っています。

◇日　時　5月9日（土）午前11時～11時30分

◇会　場　原ヶ崎交流センター・図書室

◇内　容　絵本の読み聞かせ　※入場無料

◇対　象　幼児～小学生

◆問い合わせ：

　たがみサニープレイス

　古川　☎53-3473

　壊れて動かなくなったおもちゃを修理します。

技術料は無料ですが、修理の際、部品代が発生す

る場合があります。

◇日　時　4月26日（日）午後1時～4時

◇会　場　コミュニティセンター

◆問い合わせ：

　おもちゃ病院にいがた

　和田　☎57-4860

おもちゃ病院

絵本の読み聞かせ会

　全国健康保険協会（協会けんぽ）では、生活習

慣病予防のための健診（特定健康検査）を実施し

ています。

　健診を受けるための「受診券」をお送りします

ので、保険証・「受診券」・自己負担金をご持参

のうえ、ぜひ受診してください。

◇受診券送付時期　４月中

◇受診対象者　協会けんぽの保険証をお持ちの、

　　　　　　　40～74歳の被扶養者（ご家族）

　　　　　　　の方

◇受 診 場 所　健診実施施設、市町村が実施する

　　　　　　　集団健診会場など

◇費　　　用　無料～1,526円

※詳しくは、協会けんぽから届く黄色い封筒をご

　確認ください。

　なお、保険証の記号番号が変更になった方は、

　新しい「受診券」の交付申請が必要です。ご不

　明な点は、お問い合わせください。

◆問い合わせ：

　協会けんぽ新潟支部　☎025-242-0264

命を守る健診を
受けましょう

　田上中学校の同窓会長

が平成27年４月１日をも

って交代しました。佐野

恒雄前会長は、平成24年

４月１日から３年間にわ

たって同窓会長の任を果

たされました。

　これから、川崎新会長、

児玉輝男副会長、吉澤宏

会計監査が中心となり、

平成28年度の創立70周年、

その後の周年事業に向けて同窓会組織を再編成し

ていきたいと思います。町民のみなさまのご協力

をお願いします。

◆問い合わせ：

　田上中学校同窓会事務局　☎57-2039

田上中学校同窓会長
交代のお知らせ

れ
い
し
ょ
う

ま
　
ご

 ことは

 ひ　な

なお や

田
上
の
学
校

田
上
の
学
校

17

教
育
勅
語
と
御
真
影
①

　
明
治
の
１
桁
時
代
は
徳
川
時
代
の
鎖
国
の
反
動
も
あ
っ
て
欧
米
文
化
が
滔
々

と
流
れ
込
み
西
洋
陶
酔
の
思
想
が
国
民
の
間
に
浸
透
し
て
い
た
。
教
育
の
世
界

で
も
学
校
制
度
、
教
材
等
に
お
い
て
も
、
そ
の
例
に
も
れ
な
か
っ
た
。
明
治
５

年
９
月
５
日
に
「
学
制
」
と
い
う
法
律
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
法
律
は
、

あ
ま
り
に
も
机
上
の
理
想
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
「
教
育
令
」
と
い
う
法
律
を

明
治
12
年
９
月
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日
に
制
定
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
法
律
は
あ
ま
り
に
も
、
緩

め
過
ぎ
る
法
律
で
あ
っ
た
。
そ
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で
、
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年
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月
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日
に
「
改
正
教
育
令
」
が

出
さ
れ
、
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年
８
月
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日
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「
再
改
正
教
育
令
」
が
交
付
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
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年
４
月
「
小
学
校
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」
と
い
う
法
律
が
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さ
れ
、
猫
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よ
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に
国
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が
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と
後
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た
ち
は
言
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
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僅
か
の
間
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々
と
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り
国
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混
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し
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こ
ん
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の
明
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明
治
23
年
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月
23
日
付
け
で
全
国
の
学
校
に
下
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
潟
県
で
は
、
ま
ず
、
県
立
の
新
潟
師
範
学
校
と
同
校
の
附
属
小
学
校
に
下
賜

さ
れ
た
。
続
い
て
県
内
の
22
の
高
等
小
学
校
に
く
だ
さ
れ
た
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こ
の
頃
は
県
庁
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複
写
し
て
い
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更
に
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月
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地
方
の
中
心
校
に
配
布
さ
れ
た
。
こ
の
辺

で
は
三
条
の
郡
役
所
で
郡
長
自
ら
交
付
し
た
。
こ
の
時
、
羽
生
田
小
学
校
も
受

領
し
た
。
続
い
て
明
治
天
皇
の
お
写
真
も
下
賜
さ
れ
た
「
御
真
影
」
と
い
っ
た
。

　
羽
生
田
小
学
校
で
は
、
明
治
27
年
11
月
22
日
に
教
育
勅
語
及
び
御
真
影
を
安

置
す
る
場
所
を
講
堂
の
南
方
に
新
設
し
た
。
当
時
、
お
式
の
会
場
、
集
会
場
の

よ
う
な
少
し
広
く
教
室
と
も
運
動
場
と
も
つ
か
な
い
部
屋
が
あ
り
講
堂
と
い
っ

た
。
そ
こ
に
、
幅
６
尺
、
奥
行
き
３
尺
の
場
所
を
と
り
、
安
置
す
る
こ
と
に
し

た
。
そ
の
経
費
は
５
円
70
銭
と
記
録
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
明
治
29
年
に
高

等
科
が
で
き
、
講
堂
が
運
動
場
に
な
っ
た
の
で
、
尊
影
を
汚
さ
れ
る
こ
と
を
恐

れ
、
更
に
一
棟
を
旧
奉
安
所
の
わ
き
に
、
独
立
し
た
奉
安
所
を
建
て
て
部
屋
を

別
棟
に
し
た
。
こ
れ
に
要
し
た
経
費
は
39
円
50
銭
。
竣
工
は
３
月
１
日
に
皇
后

の
御
真
影
も
下
付
さ
れ
、
昭
和
３
年
10
月
８
日
に
昭
和
天
皇
及
び
皇
后
両
陛
下

の
御
真
影
が
下
賜
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

投
稿
…
吉
沢
和
平
（
上
野
）

携帯電話へのメール配信サービス
毎月1日・16日は行政情報、緊急性の高い情報（緊急情報、不審者情報）は随時配信。

また、季節に応じて除雪情報なども情報提供します。下記メールアドレスに空メールを

送り、登録画面から欲しい情報を選択してください。

※氏名、年代、性別、居住地は必須ではありませんが、差し支えなければ
　　ご回答ください。  （今後の配信サービスの内容向上に役立てます。）

問い合わせ：役場総務課　 57-6222

※登録無料。ただし、別途通信料がかかります。

「b.bme.jp」・「tagami.ed.jp」をドメイン指定してください。

「p-tagami@b.bme.jp」

QRコードからでもメール
アドレスを取得できます。

と
う
と
う

と
う
す
い

ち
ょ
う
れ
い
ぼ
か
い

か
　
し

川崎昭夫新会長
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花
店
の
バ
ケ
ツ
の
花
に
春
の
色

伸
び
な
や
む
雪
に
押
さ
れ
し
春
野
葉

春
の
山
や
っ
と
見
つ
け
た
蕗
の
と
う

猫
柳
川
で
栄
え
し
町
ほ
と
り

中　店　　　中澤　　登（79）

原ケ崎　　　豊田瑠璃子（95）

中　店　　　井上　祐種（83）

上　野　　　齋藤フミ枝（91）

中　店　　　佐藤　司郎（85）

俳

　句
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

清
水
沢
　
近
藤
　
健
一

上
　
野
　
吉
田
　
賢
三

い
く
つ
も
の
季
節
の
め
ぐ
り
て
思
い
出
は
消
え
は
し
な
く
て
心
に
き
ざ
ま
れ

鈴
鉦
を
手
に
し
唱
え
や
数
拾
年
長
寿
の
秘
訣
趣
味
の
ゆ
と
り

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

短

　歌
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

川

　柳
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

山
　
田
　
加
藤
　
山
里

羽
生
田
　
岡
田
　
尚
久

清
水
沢
　
近
藤
　
健
一

清
水
沢
　
坂
内
　
昇
甫

涙
た
め
好
物
が
で
て
笑
う
孫
顔

団
子
よ
り
チ
ョ
コ
に
花
ビ
ラ
花
見
酒

落
選
で
も
笑
っ
て
い
ま
す
ポ
ス
タ
ー
は

笑
ひ
顔
か
く
し
て
み
て
も
ひ
げ
と
し
わ

甲
子
園
振
子
の
如
き
子
等
の
手
よ

赤ちゃん誕生

お　く　や　み

2／26～3／25届出分、
敬称略

羽生田　　　牛田　想春（佑真・彩佳）

坂　田　　　笹川　陽菜（健弘・亜希子）

羽生田　　　羽田　直弥（寛・功子）

※掲載希望の有無を役場町民課（総合受付）へお申し出ください。

ふれあい広場は町民のみなさんからの投稿をお待ちしています。

　たがみサニープレイスでは、平成13年３月より

毎月１回、第２土曜日に原ヶ崎交流センター・図

書室で「絵本の読み聞かせ会」を行っています。

◇日　時　5月9日（土）午前11時～11時30分

◇会　場　原ヶ崎交流センター・図書室

◇内　容　絵本の読み聞かせ　※入場無料

◇対　象　幼児～小学生

◆問い合わせ：

　たがみサニープレイス

　古川　☎53-3473

　壊れて動かなくなったおもちゃを修理します。

技術料は無料ですが、修理の際、部品代が発生す

る場合があります。

◇日　時　4月26日（日）午後1時～4時

◇会　場　コミュニティセンター

◆問い合わせ：

　おもちゃ病院にいがた

　和田　☎57-4860

おもちゃ病院

絵本の読み聞かせ会

　全国健康保険協会（協会けんぽ）では、生活習

慣病予防のための健診（特定健康検査）を実施し

ています。

　健診を受けるための「受診券」をお送りします

ので、保険証・「受診券」・自己負担金をご持参

のうえ、ぜひ受診してください。

◇受診券送付時期　４月中

◇受診対象者　協会けんぽの保険証をお持ちの、

　　　　　　　40～74歳の被扶養者（ご家族）

　　　　　　　の方

◇受 診 場 所　健診実施施設、市町村が実施する

　　　　　　　集団健診会場など

◇費　　　用　無料～1,526円

※詳しくは、協会けんぽから届く黄色い封筒をご

　確認ください。

　なお、保険証の記号番号が変更になった方は、

　新しい「受診券」の交付申請が必要です。ご不

　明な点は、お問い合わせください。

◆問い合わせ：

　協会けんぽ新潟支部　☎025-242-0264

命を守る健診を
受けましょう

　田上中学校の同窓会長

が平成27年４月１日をも

って交代しました。佐野

恒雄前会長は、平成24年

４月１日から３年間にわ

たって同窓会長の任を果

たされました。

　これから、川崎新会長、

児玉輝男副会長、吉澤宏

会計監査が中心となり、

平成28年度の創立70周年、

その後の周年事業に向けて同窓会組織を再編成し

ていきたいと思います。町民のみなさまのご協力

をお願いします。

◆問い合わせ：

　田上中学校同窓会事務局　☎57-2039

田上中学校同窓会長
交代のお知らせ

れ
い
し
ょ
う

ま
　
ご

 ことは

 ひ　な

なお や

田
上
の
学
校

田
上
の
学
校

17

教
育
勅
語
と
御
真
影
①

　
明
治
の
１
桁
時
代
は
徳
川
時
代
の
鎖
国
の
反
動
も
あ
っ
て
欧
米
文
化
が
滔
々

と
流
れ
込
み
西
洋
陶
酔
の
思
想
が
国
民
の
間
に
浸
透
し
て
い
た
。
教
育
の
世
界

で
も
学
校
制
度
、
教
材
等
に
お
い
て
も
、
そ
の
例
に
も
れ
な
か
っ
た
。
明
治
５

年
９
月
５
日
に
「
学
制
」
と
い
う
法
律
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
法
律
は
、

あ
ま
り
に
も
机
上
の
理
想
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
「
教
育
令
」
と
い
う
法
律
を

明
治
12
年
９
月
29
日
に
制
定
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
法
律
は
あ
ま
り
に
も
、
緩

め
過
ぎ
る
法
律
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
13
年
12
月
28
日
に
「
改
正
教
育
令
」
が

出
さ
れ
、
18
年
８
月
12
日
に
「
再
改
正
教
育
令
」
が
交
付
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

19
年
４
月
「
小
学
校
令
」
と
い
う
法
律
が
制
定
さ
れ
、
猫
の
目
の
よ
う
に
国
の

方
針
が
変
わ
っ
た
。
「
朝
令
暮
改
」
と
後
の
人
た
ち
は
言
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

僅
か
の
間
に
次
々
と
法
律
が
変
わ
り
国
民
は
混
乱
し
て
い
た
。
こ
ん
な
時
代
が

続
い
た
の
で
、
時
の
明
治
政
府
は
明
治
天
皇
の
お
名
前
を
か
り
て
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
国
民
の
進
む
道
を
示
し
た
。
こ
れ
が
、
「
教
育
勅
語
」
で
あ
っ
た
。

　
明
治
23
年
10
月
23
日
付
け
で
全
国
の
学
校
に
下
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
潟
県
で
は
、
ま
ず
、
県
立
の
新
潟
師
範
学
校
と
同
校
の
附
属
小
学
校
に
下
賜

さ
れ
た
。
続
い
て
県
内
の
22
の
高
等
小
学
校
に
く
だ
さ
れ
た
。
こ
の
頃
は
県
庁

で
複
写
し
て
い
た
。
更
に
12
月
に
は
地
方
の
中
心
校
に
配
布
さ
れ
た
。
こ
の
辺

で
は
三
条
の
郡
役
所
で
郡
長
自
ら
交
付
し
た
。
こ
の
時
、
羽
生
田
小
学
校
も
受

領
し
た
。
続
い
て
明
治
天
皇
の
お
写
真
も
下
賜
さ
れ
た
「
御
真
影
」
と
い
っ
た
。

　
羽
生
田
小
学
校
で
は
、
明
治
27
年
11
月
22
日
に
教
育
勅
語
及
び
御
真
影
を
安

置
す
る
場
所
を
講
堂
の
南
方
に
新
設
し
た
。
当
時
、
お
式
の
会
場
、
集
会
場
の

よ
う
な
少
し
広
く
教
室
と
も
運
動
場
と
も
つ
か
な
い
部
屋
が
あ
り
講
堂
と
い
っ

た
。
そ
こ
に
、
幅
６
尺
、
奥
行
き
３
尺
の
場
所
を
と
り
、
安
置
す
る
こ
と
に
し

た
。
そ
の
経
費
は
５
円
70
銭
と
記
録
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
明
治
29
年
に
高

等
科
が
で
き
、
講
堂
が
運
動
場
に
な
っ
た
の
で
、
尊
影
を
汚
さ
れ
る
こ
と
を
恐

れ
、
更
に
一
棟
を
旧
奉
安
所
の
わ
き
に
、
独
立
し
た
奉
安
所
を
建
て
て
部
屋
を

別
棟
に
し
た
。
こ
れ
に
要
し
た
経
費
は
39
円
50
銭
。
竣
工
は
３
月
１
日
に
皇
后

の
御
真
影
も
下
付
さ
れ
、
昭
和
３
年
10
月
８
日
に
昭
和
天
皇
及
び
皇
后
両
陛
下

の
御
真
影
が
下
賜
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

投
稿
…
吉
沢
和
平
（
上
野
）

携帯電話へのメール配信サービス
毎月1日・16日は行政情報、緊急性の高い情報（緊急情報、不審者情報）は随時配信。

また、季節に応じて除雪情報なども情報提供します。下記メールアドレスに空メールを

送り、登録画面から欲しい情報を選択してください。

※氏名、年代、性別、居住地は必須ではありませんが、差し支えなければ
　　ご回答ください。  （今後の配信サービスの内容向上に役立てます。）

問い合わせ：役場総務課　 57-6222

※登録無料。ただし、別途通信料がかかります。

「b.bme.jp」・「tagami.ed.jp」をドメイン指定してください。

「p-tagami@b.bme.jp」

QRコードからでもメール
アドレスを取得できます。

と
う
と
う

と
う
す
い

ち
ょ
う
れ
い
ぼ
か
い

か
　
し

川崎昭夫新会長
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平成27年度 田上町行政機構図及び職員名簿
（平成27年4月1日現在）

町 長

佐藤邦義

 丸山　　敬

副町長

小日向 至

総 　 務 　 課

57－6222

事　務　局
57－6300

課長　　今井　　薫

補佐　　田中國明

局長　　中野幸作

庶 務 防 災 係

係長　　中野貴行

志田孝志・菅家友里・近藤卓也
渡辺直人・山川憲康

庶 　 務 　 係 佐野聡美（総務課企画財政係兼務）

［保育士］
酒井敦子（主任）・熊倉良子（主任）
川口直美・須佐　　香・山口ひろみ・外山直子・相馬和美
山吉久美子・時田園美・吉澤幸恵・中村ゆかり・長井真美
泉田利江・石塚あや奈・齋藤美穂子・長谷見悠理
原　　寿範・船久保友梨・笠原有加
熊倉瑞希（新採用）・酒井元太（新採用）

［調理員］
渡辺裕子・熊田純子・吉田尚子

［管理員］
久保美代子・内山多枝子

佐野聡美・斎藤陽介
仲川亮太

原田　　学・齋藤廉生・小久保雅仁
土田大輔・金子友美・阿部真一朗

企 画 財 政 係

係長　　渡辺　　聡

農 　 林 　 係

係長 　長谷川暁

商 工 観 光 係

係長　　諸橋弘樹

施 設 整 備 係

係長　　坂内雅裕

今井　　俊・馬場祐輔
小林龍之介

板屋越麻衣子

堀　彩子

村山孝徳

石本智愛

菅家康生・小澤克彦

下 水 道 係

係長　　堀内　　誠

水 　 道 　 係

係長　　風間　　力

少子化対策推進係

係長　　泉田健一

住 　 民 　 係

係長　　本間秀之

中野祥子・塚野里恵

坪谷俊和・関川　　稔保 　 険 　 係

係長　　大平哲也

税 　 務 　 係

係長　　近藤拓哉

藤田洋子・近藤範子
山際淑子

相田岳人・三本智子・前田路子
山本泰史・岡部里美・坂内裕美子
波塚香里（新採用）

高橋陽子・長谷川信子（保健師長）
江川哲也・小柳加奈子
本多由紀

田畑　　弘（公民館兼務）
阿部俊也（公民館兼務）
牛田伸幸（公民館兼務）

［調理員］
田巻徳夫・吉沢公子・佐藤道子・渡辺史絵・阿部久夫
野口真奈美・酒井一美

保 　 健 　 係

係長　　時田雅之

出 　 納 　 係

係長　　渡辺絵美子

福 　 祉 　 係

係長　　棚橋康夫

訪 問 看 護 係

係長　　高橋智子

地 域 整 備 課

57－6223

課長　　土田　　覚

補佐　　渡辺　　明

産 業 振 興 課

57－6225

課長　　渡辺　　仁

補佐　　加藤昭雄

町 　 民 　 課

57－6115

課長　　鈴木和弘

補佐　　山口浩一

保 健 福 祉 課

57－6112

課長　　吉沢深雪

補佐　　渡辺　　賢

会 　 計 　 課

57－6116

会計管理者兼課長　　吉澤　　宏

議　　会

事　務　局
57－6226

局長　　渡辺　　仁（兼務）

農 　 地 　 係

係長　　宮嶋敏明

係長　　渡辺真夜子

農業委員会

渡辺文絵・熊倉達也

山口ひろみ（兼務）

事　務　局
57－6114

局長　　福井　　明

補佐　　佐藤　　正（学校教育係長兼務）　

竹の友幼児園
41－5530

［管理員］
中沢光浩　　　　（田 上 中 学 校:57－2039）
堀内成幸　　　　（羽生田小学校:57－2017）
小柳良作（嘱託）（田 上 小 学 校:57－2018）

小・中学校

園長（嘱託）有本久美子

事務長　小林   亨

副園長　保惠子

副園長　渡辺ひとみ

子　育　て
支援センター
41－5535

センター長　　有本久美子（兼務）

学 校 給 食
共同調理場
57－4554

場長　　福井　　明（局長兼務）

学 校 教 育 係

係長　佐藤　正

公　民　館
57－3114 57－3114

生 涯 学 習 係

係長　今井　　徹（公民館兼務）館長（嘱託）会田　　一

教育委員会 教　育　長
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平成27年度 田上町行政機構図及び職員名簿
（平成27年4月1日現在）

町 長

佐藤邦義

 丸山　　敬

副町長

小日向 至

総 　 務 　 課

57－6222

事　務　局
57－6300

課長　　今井　　薫

補佐　　田中國明

局長　　中野幸作

庶 務 防 災 係

係長　　中野貴行

志田孝志・菅家友里・近藤卓也
渡辺直人・山川憲康

庶 　 務 　 係 佐野聡美（総務課企画財政係兼務）

［保育士］
酒井敦子（主任）・熊倉良子（主任）
川口直美・須佐　　香・山口ひろみ・外山直子・相馬和美
山吉久美子・時田園美・吉澤幸恵・中村ゆかり・長井真美
泉田利江・石塚あや奈・齋藤美穂子・長谷見悠理
原　　寿範・船久保友梨・笠原有加
熊倉瑞希（新採用）・酒井元太（新採用）

［調理員］
渡辺裕子・熊田純子・吉田尚子

［管理員］
久保美代子・内山多枝子

佐野聡美・斎藤陽介
仲川亮太

原田　　学・齋藤廉生・小久保雅仁
土田大輔・金子友美・阿部真一朗

企 画 財 政 係

係長　　渡辺　　聡

農 　 林 　 係

係長 　長谷川暁

商 工 観 光 係

係長　　諸橋弘樹

施 設 整 備 係

係長　　坂内雅裕

今井　　俊・馬場祐輔
小林龍之介

板屋越麻衣子

堀　彩子

村山孝徳

石本智愛

菅家康生・小澤克彦

下 水 道 係

係長　　堀内　　誠

水 　 道 　 係

係長　　風間　　力

少子化対策推進係

係長　　泉田健一

住 　 民 　 係

係長　　本間秀之

中野祥子・塚野里恵

坪谷俊和・関川　　稔保 　 険 　 係

係長　　大平哲也

税 　 務 　 係

係長　　近藤拓哉

藤田洋子・近藤範子
山際淑子

相田岳人・三本智子・前田路子
山本泰史・岡部里美・坂内裕美子
波塚香里（新採用）

高橋陽子・長谷川信子（保健師長）
江川哲也・小柳加奈子
本多由紀

田畑　　弘（公民館兼務）
阿部俊也（公民館兼務）
牛田伸幸（公民館兼務）

［調理員］
田巻徳夫・吉沢公子・佐藤道子・渡辺史絵・阿部久夫
野口真奈美・酒井一美

保 　 健 　 係

係長　　時田雅之

出 　 納 　 係

係長　　渡辺絵美子

福 　 祉 　 係

係長　　棚橋康夫

訪 問 看 護 係

係長　　高橋智子

地 域 整 備 課

57－6223

課長　　土田　　覚

補佐　　渡辺　　明

産 業 振 興 課

57－6225

課長　　渡辺　　仁

補佐　　加藤昭雄

町 　 民 　 課

57－6115

課長　　鈴木和弘

補佐　　山口浩一

保 健 福 祉 課

57－6112

課長　　吉沢深雪

補佐　　渡辺　　賢

会 　 計 　 課

57－6116

会計管理者兼課長　　吉澤　　宏

議　　会

事　務　局
57－6226

局長　　渡辺　　仁（兼務）

農 　 地 　 係

係長　　宮嶋敏明

係長　　渡辺真夜子

農業委員会

渡辺文絵・熊倉達也

山口ひろみ（兼務）

事　務　局
57－6114

局長　　福井　　明

補佐　　佐藤　　正（学校教育係長兼務）　

竹の友幼児園
41－5530

［管理員］
中沢光浩　　　　（田 上 中 学 校:57－2039）
堀内成幸　　　　（羽生田小学校:57－2017）
小柳良作（嘱託）（田 上 小 学 校:57－2018）

小・中学校

園長（嘱託）有本久美子

事務長　小林   亨

副園長　保惠子

副園長　渡辺ひとみ

子　育　て
支援センター
41－5535

センター長　　有本久美子（兼務）

学 校 給 食
共同調理場
57－4554

場長　　福井　　明（局長兼務）

学 校 教 育 係

係長　佐藤　正

公　民　館
57－3114 57－3114

生 涯 学 習 係

係長　今井　　徹（公民館兼務）館長（嘱託）会田　　一

教育委員会 教　育　長
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町の花
アジサイ

町の木
サクラ

田上町の桜田上町の桜田上町の桜

じゃが芋…中2個　　にんじん…中1/2本

玉ねぎ…中1個　　しめじ…1/2袋

もやし…1/2袋　　折菜…2本

卵…1個　　ベーコン…1パック

白ごま、塩、コショウ、オリーブ油…少々

4月4日は、日本全国で皆既月食を観測できました。昨年の10月8日にも皆既月食が起こり、その時は、
とてもきれいに観測ができましたが、今回は新潟県はあいにくの雲り空でした。梅林公園の梅林と、
月食のコラボ写真を撮りたいと考えていましたが、残念ながら皆既月食のころは、
雲が厚く観測できませんでした。次回は3年後、その時は晴れて欲しいですね。

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”
ま　ち

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”

広報　たがみまち広報　たがみまち

ま　ち

2015
平成27年

◆固定資産税１期

◆国民健康保険税１期
※納税は便利な口座振替がおすすめです！

町 の 人 口（3月31日現在）

世帯数

（前月比）

人　口

（前月比）

人

4,118
－ 9

12,443
－ 42

世帯
今 月 の 納 税今 月 の 納 税
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　「町民の健康に関するアンケート」では成人の約８割が「野菜を食べるよう

にしている」と回答していますが、実際に野菜料理を「毎食食べている」は約

３割です。特に、20代から40代に野菜不足が見られます。４月から身近な野菜

を使ったおすすめレシピや、給食で子ども達に人気の野菜料理を紹介していき

ます。

　どこの家でも常備しているにんじん、玉ねぎ、じゃが芋

を使って「安くてボリュームたっぷりでおいしい」です。

人参は、よく洗えば皮むき無しでも大丈夫です。

　上野地区の食推は、現在11名です。地区行事などを通

して、各世代の人に食事の大切さやみんなで食べる楽し

さを伝えるボランティア活動をしています。

田上レンジャー
（田上町食育推進キャラクター）

野菜の甘みが
　　　 おいしいよ。
　　　　　米たより

作り方 ①折菜は色よく、サッと湯通しする。

②じゃが芋、にんじんは細めの拍子切り、玉ねぎは薄切り

　　にし、しめじはほぐす。

③フライパンにオリーブ油を入れ、1㎝位に切ったベーコン

　　を入れて炒める。

　　にんじん、じゃが芋を入れ、じゃが芋に色がついてきたら、

　　玉ねぎ、しめじ、もやしを入れ炒める。

④炒めた野菜を端によせ、溶き卵を入れホロホロにする。

　　全体を混ぜ合わせ、折菜を加え、塩、コショウで味を整

　　える。仕上げにごまをふる。

★くりまわしのアイディア

　　多めに作って、耐熱皿に具材を入れ、マヨネーズ少々

　　を線状にひき、とろけるチースをのせたり、ミートソース

　　と粉チーズをかけて、焼いてもおいしいです。

【担当のコーナー】

　〒959-1503　田上町大字原ヶ崎新田3070番地

　田上町役場総務課   57-6222

　メールアドレス　t2222@town.tagami.niigata.jp

■投稿記事あて先／

祝成人 誓いを新たに
　　　　　　　田上町成人式
祝成人 誓いを新たに
　　　　　　　田上町成人式

材料
（4人分）

野菜の彩り炒め

★野菜の彩り炒め

「薬師の桜」

　“町の名木”に指定されている「薬師の桜」は、山田集落

の円福院薬師堂の境内にあります。湯田上温泉開湯（薬師の

湯）の時に植えられたといわれますから、樹齢約280年の古木

です。以前、新聞に県内の大桜の一つにもとり上げられたこ

ともある、県内有数の巨樹です。

　花の時期は、４月中旬～下旬で、山の麓の薬師堂の堂宇と

数本の桜と共に調和した静かな佇まいは、近くに薬師の湯跡

があり、田上温泉の歴史を物語るものがあります。

　　　　　　　　　　　　（投稿者　下吉田　高橋務さん）

2015

4
No.545

N
o.545

4

26広報  たがみまち 「　　　      」 4月号  ●

どう う

お手軽野菜レシピお手軽野菜レシピお手軽野菜レシピ

上野地区食推おすすめレシピ

★食推紹介コーナー

子育て応援


